
−　−11

　
　

は
じ
め
に

　
　

一
、十
二
神
将
立
像
の
詳
細

　
　

二
、十
二
神
将
立
像
の
造
像
時
期

　
　
　

１
、
当
初
部
分
と
修
理
痕
跡
の
把
握

　
　
　

２
、
表
現
と
形
式
の
特
徴

　
　
　

３
、
奈
良
時
代
後
期
～
平
安
時
代
初
期
の
神
将
形
像
と
の
比
較

　
　

三
、
薬
師
如
来
立
像
・
十
二
神
将
立
像
の
伝
来
に
つ
い
て

　
　
　

１
、
薬
師
如
来
立
像
の
詳
細

　
　
　

２
、
史
料
に
み
る
弘
福
寺
（
川
原
寺
）
の
薬
師
如
来
と
十
二
神
将

　
　
　

３
、
弘
福
寺
（
川
原
寺
）
に
お
け
る
薬
師
悔
過
と
伊
予
親
王
慰
霊

　
　

お
わ
り
に

は
じ
め
に

古
代
寺
院
川
原
寺
は
南
北
三
三
三
ｍ
、
東
西
二
五
〇
ｍ
に
寺
域
が
及
ぶ
大
寺
で
、
創
建
時

期
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
伽
藍
下
層
に
玉
石
積
み
の
暗
渠
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
斉
明

天
皇
の
飛
鳥
川
原
宮
を
寺
院
と
な
し
た
と
す
る
『
扶
桑
略
記
』
斉
明
天
皇
元
年
（
六
五
五
）

一
〇
月
の
記
事
を
裏
付
け
る
。『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
二
年
（
六
七
四
）
三
月
条
に
は
日

本
最
初
の
一
切
経
が
当
寺
で
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
は
一
塔
二
金

堂
と
講
堂
が
並
び
立
つ
川
原
寺
式
伽
藍
が
完
成
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
文
献
上
で
は
早
く

か
ら
弘
福
寺
と
も
記
さ
れ
る
。

現
在
、
川
原
寺
は
弘ぐ

福ふ
く

寺じ

を
宗
教
法
人
名
と
し
て
真
言
宗
豊
山
派
に
属
し
、
古
代
の
中
金

堂
跡
に
本
堂
と
庫
裏
等
が
建
つ
。
本
堂
内
陣
須
弥
壇
上
に
本
尊
の
十
一
面
観
音
立
像
（
像
高

六
六
・
一
㎝
、
頭
部
の
み
鎌
倉
時
代
前
期
、
体
部
は
江
戸
時
代
）
を
安
置
し
、
そ
の
両
脇
壇

に
は
、
平
安
時
代
前
期
、
九
世
紀
後
半
の
造
像
と
推
定
さ
れ
る
像
高
約
二
ｍ
の
持
国
天
立
像
・

多
聞
天
立
像
（
重
要
文
化
財
）
が
並
ぶ
。
こ
の
二
体
は
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
古
社

寺
保
存
法
に
よ
る
国
宝
指
定
を
受
け
て
お
り
、
日
本
の
文
化
財
保
護
の
黎
明
期
か
ら
把
握
さ

れ
、
評
価
さ
れ
て
き
た
仏
像
と
い
え
る
。

こ
の
同
じ
本
堂
内
に
安
置
さ
れ
る
十
二
神
将
立
像
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
朽
損
が
進
ん

で
後
補
部
材
も
多
く
、
こ
れ
ま
で
に
評
価
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
平
成
二
三
年

（
二
〇
一
一
）
に
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
に
て
開
催
さ
れ
た
特
別
展
『
大
飛
鳥
展
』
に
て
初

め
て
公
開
さ
れ
、
先
の
持
国
天
立
像
・
多
聞
天
立
像
と
同
時
期
の
、
平
安
時
代
前
期
、
九
世

紀
後
半
ご
ろ
に
遡
る
作
例
と
す
る
評
価
が
示
さ
れ
た（
１
）。

筆
者
は
そ
の
後
、
平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
）
と
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
に
こ
れ
ら
群

像
の
調
査
を
行
う
機
会
を
得
て
、
造
像
時
期
に
つ
い
て
の
再
検
討
の
必
要
性
と
と
も
に
、
現

弘
福
寺
（
川
原
寺
）
の
十
二
神
将
立
像
に
つ
い
て

　　

大
河
内
　
智
　
之
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存
す
る
木
彫
十
二
神
将
像
の
最
古
例
と
し
て
詳
細
情
報
が
広
く
共
有
さ
れ
る
べ
き
重
要
作
例

と
考
え
る
に
至
っ
た
。

本
稿
で
は
各
像
の
詳
細
と
図
版
を
提
示
し
、
造
像
時
期
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
上
で
、

従
来
未
紹
介
で
あ
っ
た
中
尊
の
薬
師
如
来
立
像
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
群
像
の
弘

福
寺
に
お
け
る
伝
来
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
本
文
中
で
の
寺
名
に
つ
い
て
、

所
蔵
者
名
は
弘
福
寺
と
し
、
史
料
上
に
川
原
寺
と
あ
る
場
合
は
川
原
寺
表
記
も
用
い
、
弘
福

寺
（
川
原
寺
）
の
表
記
も
併
用
す
る
。
ま
た
図
版
に
つ
い
て
は
稿
末
に
ま
と
め
て
掲
載
し
て

い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、十
二
神
将
立
像
の
詳
細

は
じ
め
に
弘
福
寺
十
二
神
将
立
像
の
詳
細
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
各
像
の
名
称
に
つ
い
て

は
寺
内
に
お
け
る
現
状
で
の
呼
称
を
用
い
る
。

（
一
）
法
量
（
像
高
以
外
の
法
量
は
別
表
を
参
照
）

　

①
子
神
像　

六
一
・
七
㎝　
　

②
丑
神
像　

五
九
・
七
㎝

　

③
寅
神
像　

六
二
・
五
㎝　
　

④
卯
神
像　

六
〇
・
三
㎝

　

⑤
辰
神
像　

五
九
・
三
㎝　
　

⑥
巳
神
像　

五
九
・
六
㎝

　

⑦
午
神
像　

六
二
・
九
㎝　
　

⑧
未
神
像　

五
八
・
五
㎝

　

⑨
申
神
像　

五
九
・
三
㎝　
　

⑩
酉
神
像　

五
四
・
〇
㎝

　

⑪
戌
神
像　

六
一
・
七
㎝　
　

⑫
亥
神
像　

五
八
・
二
㎝　

    

（
二
）
形
状

①
子
神
像
（
図
１
）

頭
部
に
冑
を
か
ぶ
る
。
冑
は
眉
庇
を
設
け
、
錣
は
側
面
か
ら
後
方
に
か
け
て
大
き
く
二
段

折
り
返
す
。
頂
部
と
前
方
に
円
形
金
具
を
あ
ら
わ
す
。
瞋
目
し
、
口
を
へ
の
字
に
閉
じ
る
。

鰭
袖
衣
、
袴
、
裙
を
着
け
る
。
肩
甲
・
下
甲
・
表
甲
・
胸
甲
・
襟
甲
を
付
け
る
。
襟
甲
正
面

は
Ｗ
字
状
と
し
て
中
央
に
菊
座
形
留
金
具
を
表
す
。
前
盾
・
籠
手
・
脛
当
を
付
け
る
。
甲
締

具
で
甲
を
締
め
、
腰
帯
を
巻
き
、
天
衣
を
懸
け
る
。
袴
を
膝
下
で
脛
当
て
に
納
め
、
沓
を
履

く
。
顔
を
右
に
振
り
、
左
手
は
屈
臂
し
て
掌
を
上
に
し
て
五
指
を
伸
ば
す
。
右
手
は
振
り
上

げ
て
持
物
（
亡
失
）
を
執
る
。
腰
を
左
に
捻
り
、右
脚
を
斜
め
前
に
出
し
て
、岩
座
上
に
立
つ
。

②
丑
神
像
（
図
２
）

頭
部
に
冑
を
か
ぶ
る
。
冑
は
眉
庇
を
設
け
、
正
面
と
左
右
の
三
か
所
に
前
立
を
立
て
る
。

耳
付
近
で
紐
一
条
を
巡
ら
せ
、
側
面
か
ら
後
方
に
か
け
て
錣
を
あ
ら
わ
す
。
瞋
目
し
、
左
目

を
す
が
め
、
口
を
へ
の
字
に
閉
じ
る
。
鰭
袖
衣
、
袴
、
裙
を
着
け
る
。
下
甲
・
表
甲
・
胸
甲
・

襟
甲
・
前
盾
・
籠
手
・
脛
当
を
付
け
る
。
襟
甲
に
菊
座
形
留
金
具
を
表
す
。
甲
締
具
で
甲
を

締
め
、
腰
帯
を
巻
き
、
天
衣
を
懸
け
る
。
袴
を
膝
下
で
脛
当
て
に
納
め
、
沓
を
履
く
。
顔
を

か
し
げ
て
右
に
振
り
、
左
手
は
屈
臂
し
て
五
指
を
握
っ
て
腰
に
当
て
る
。
右
手
は
屈
臂
し
て

持
物
（
亡
失
）
を
執
る
。
腰
を
左
に
捻
り
、
右
脚
を
斜
め
前
に
出
し
て
、
岩
座
上
に
立
つ
。

③
寅
神
像
（
図
３
）

双
髻
（
元
結
紐
一
条
）
を
結
い
、
髪
際
を
ま
ば
ら
彫
り
と
し
、
地
髪
部
は
一
段
彫
り
窪
め
、

平
彫
り
と
す
る
。
天
冠
台
は
幅
広
の
無
文
帯
と
し
、
両
耳
上
で
屈
折
す
る
。
目
を
見
開
き
、

口
を
閉
じ
る
。
髭
を
表
す
か
。
鰭
袖
衣
、
袴
、
裙
を
着
け
る
。
下
甲
・
表
甲
・
胸
甲
・
襟
甲
・

前
盾
・
籠
手
・
脛
当
を
付
け
る
。
甲
締
具
で
甲
を
締
め
、
腰
帯
を
巻
き
、
天
衣
を
懸
け
る
。

袴
は
膝
下
で
縛
っ
て
裾
が
脛
当
て
に
懸
か
り
、
沓
を
履
く
。
顔
は
正
面
を
向
き
、
左
手
は
屈

臂
し
て
五
指
を
伸
ば
し
て
前
に
か
ざ
す
。
右
手
は
屈
臂
し
て
腰
に
当
て
持
物
（
亡
失
）
を
執

る
。
両
脚
を
や
や
開
い
て
岩
座
上
に
直
立
す
る
。

④
卯
神
像
（
図
４
）

頭
部
に
冑
を
か
ぶ
る
。
冑
は
眉
庇
を
設
け
、
正
面
と
左
右
の
三
か
所
に
前
立
を
立
て
る
。

耳
付
近
で
紐
一
条
を
巡
ら
せ
、
側
面
か
ら
後
方
に
か
け
て
錣
を
あ
ら
わ
す
。
瞋
目
し
、
口
を
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へ
の
字
に
閉
じ
る
。
鰭
袖
衣
、
袴
、
裙
を
着
け
る
。
下
甲
・
表
甲
・
胸
甲
・
襟
甲
・
前
盾
・

籠
手
・
脛
当
を
付
け
る
。
甲
締
具
で
甲
を
締
め
、
腰
帯
を
巻
き
、
天
衣
を
懸
け
る
。
袴
を
膝

下
で
脛
当
て
に
納
め
、
沓
を
履
く
。
顔
を
右
に
振
り
、
左
手
は
垂
下
し
て
手
先
を
や
や
内
に

捻
っ
て
五
指
を
握
り
、
右
手
は
屈
臂
し
て
腰
前
で
持
物
（
亡
失
）
を
執
る
。
右
脚
に
重
心
を

置
き
、
左
脚
を
斜
め
前
に
出
し
て
、
岩
座
上
に
立
つ
。

⑤
辰
神
像
（
図
５
）

頭
部
に
冠
を
か
ぶ
り
、前
方
に
冠
飾
を
立
て
て
中
央
に
「
王
」
字
を
刻
出
す
る
。
開
目
し
、

口
を
へ
の
字
に
閉
じ
る
。
鰭
袖
衣
、
袴
、
裙
を
着
け
る
。
下
甲
・
表
甲
・
胸
甲
・
襟
甲
・
前

盾
・
籠
手
・
脛
当
を
付
け
る
。
甲
締
具
で
甲
を
締
め
、
腰
帯
（
ベ
ル
ト
）
を
巻
き
、
天
衣
を

懸
け
る
。
袴
は
膝
下
で
縛
っ
て
裾
が
脛
当
て
に
懸
か
り
、
沓
を
履
く
。
顔
を
右
に
振
り
、
左

手
は
屈
臂
し
て
五
指
を
握
っ
て
腰
に
当
て
る
。
右
手
は
屈
臂
し
て
持
物
（
亡
失
）
を
執
る
。

右
脚
に
重
心
を
置
き
、
左
脚
を
斜
め
前
に
出
し
て
、
岩
座
上
に
立
つ
。

⑥
巳
神
像
（
図
６
）

単
髻
を
結
う
。
炎
髪
を
あ
ら
わ
す
。
開
目
、
開
口
す
る
。
鰭
袖
衣
、
袴
、
裙
を
着
け
る
。

下
甲
・
表
甲
・
胸
甲
・
襟
甲
・
前
盾
を
付
け
、
獅
噛
を
表
す
。
籠
手
・
脛
当
を
付
け
る
。
甲

締
具
で
甲
を
締
め
、
腰
帯
を
巻
き
、
天
衣
を
懸
け
る
。
袴
は
膝
下
で
縛
っ
て
裾
が
脛
当
て
に

懸
か
り
、
沓
を
履
く
。
顔
を
左
に
向
け
、
左
手
は
屈
臂
し
て
五
指
を
握
っ
て
腰
に
当
て
る
。

右
手
は
屈
臂
し
て
振
り
上
げ
持
物
（
亡
失
）
を
執
る
。
腰
を
左
に
捻
り
、右
脚
を
横
に
向
け
、

岩
座
上
に
立
つ
。

⑦
午
神
像
（
図
７
）

単
髻
を
結
い
（
元
結
紐
一
条
）、
前
方
に
馬
頭
を
表
す
。
地
髪
部
ま
ば
ら
彫
り
。
目
を
や

や
す
が
め
、
開
口
す
る
。
窄
袖
、
大
袖
衣
、
鰭
袖
衣
、
袴
、
裙
を
着
け
る
。
下
甲
・
表
甲
・

胸
甲
・
襟
甲
・
前
盾
・
脛
当
を
付
け
る
。
甲
締
具
で
甲
を
締
め
、
腰
帯
を
巻
き
、
天
衣
を
懸

け
る
。
袴
を
膝
下
で
脛
当
て
に
納
め
、
沓
を
履
く
。
左
手
は
腰
に
当
て
て
構
え
、
右
手
は
屈

臂
し
て
振
り
上
げ
戟
を
執
る
。
腰
を
右
に
捻
り
、
左
脚
を
斜
め
前
に
出
し
、
岩
座
上
に
立
つ
。

⑧
未
神
像
（
図
８
）

単
髻
を
結
い
、
前
方
に
羊
頭
を
表
す
。
炎
髪
、
天
冠
台
（
列
弁
帯
）
を
あ
ら
わ
す
。
開
目
、

開
口
す
る
。
大
袖
衣
、
鰭
袖
衣
、
袴
、
裙
を
着
け
る
。
下
甲
・
表
甲
・
胸
甲
・
襟
甲
・
前
盾
・

籠
手
・
脛
当
を
付
け
る
。
腰
帯
（
ベ
ル
ト
）
を
巻
き
、
天
衣
を
懸
け
る
。
袴
は
膝
下
で
縛
っ

て
裾
が
脛
当
て
に
懸
か
り
、
沓
を
履
く
。
顔
を
や
や
右
に
向
け
、
左
手
は
屈
臂
し
て
五
指
を

握
っ
て
腰
に
当
て
る
。
右
手
は
垂
下
し
て
手
先
を
内
に
曲
げ
、
持
物
（
亡
失
）
を
執
る
。
右

脚
に
重
心
を
置
き
、
左
脚
を
横
に
向
け
、
岩
座
上
に
立
つ
。

⑨
申
神
像
（
図
９
）

髻
を
欠
失
す
る
。
炎
髪
を
表
す
。
瞋
目
し
、
口
を
閉
じ
る
。
鰭
袖
衣
、
袴
、
裙
を
着
け
る
。

下
甲
・
表
甲
・
胸
甲
・
襟
甲
・
前
盾
・
籠
手
・
脛
当
を
付
け
る
。
甲
締
具
で
甲
を
締
め
、
腰

帯
を
巻
き
、
天
衣
を
懸
け
る
。
袴
を
膝
下
で
脛
当
て
に
納
め
、
沓
を
履
く
。
顔
は
正
面
を
向

き
、
左
手
は
屈
臂
し
て
前
方
に
向
け
て
持
物
（
亡
失
）
を
執
り
、
右
手
は
屈
臂
し
て
肩
前
で

持
物
（
亡
失
）
を
執
る
。
両
脚
を
や
や
開
い
て
岩
座
上
に
直
立
す
る
。

⑩
酉
神
像
（
図
10
）

頭
部
に
冑
を
か
ぶ
る
。
冑
は
頭
頂
に
鶏
を
表
し
た
八
間
兜
で
、
眉
庇
を
設
け
、
後
方
に
錣

を
あ
ら
わ
す
。
瞋
目
し
、
口
を
閉
じ
る
。
鰭
袖
衣
、
袴
、
裙
を
着
け
る
。
下
甲
・
表
甲
・
胸

甲
・
襟
甲
を
付
け
、
背
面
に
獣
皮
を
着
け
る
。
前
盾
・
籠
手
・
脛
当
を
付
け
る
。
甲
締
具
で

甲
を
締
め
、
腰
帯
を
巻
く
。
沓
を
履
く
。
左
手
は
屈
臂
し
て
腰
に
構
え
、
右
手
は
振
り
上
げ

て
矢
を
執
る
。
腰
を
左
に
捻
り
、
右
脚
を
斜
め
前
に
出
し
て
、
岩
座
上
に
立
つ
。

⑪
戌
神
像
（
図
11
）

単
髻
を
結
う
。
炎
髪
を
あ
ら
わ
す
。
天
冠
台
（
幅
広
の
無
文
帯
）
を
あ
ら
わ
す
。
瞋
目
、

開
口
す
る
。
鰭
袖
衣
、
袴
、
裙
を
着
け
る
。
下
甲
・
表
甲
・
胸
甲
・
襟
甲
・
前
盾
・
籠
手
・

脛
当
を
付
け
る
。
腰
帯
（
ベ
ル
ト
）
を
巻
き
、
天
衣
を
懸
け
る
。
袴
を
膝
下
で
脛
当
て
に
納

め
、
沓
を
履
く
。
顔
を
か
し
げ
て
左
に
向
け
、
左
手
は
屈
臂
し
て
五
指
を
伸
ば
し
て
腰
に
当

て
る
。
右
手
は
屈
臂
し
て
振
り
上
げ
長
柄
の
斧
を
執
る
。
左
脚
に
重
心
を
置
き
、
右
脚
を
曲
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げ
て
右
前
に
向
け
、
岩
座
上
に
立
つ
。

⑫
亥
神
像
（
図
12
）

髻
を
亡
失
す
る
。
髪
際
に
毛
筋
を
表
し
て
地
髪
部
は
平
彫
り
と
す
る
。
天
冠
台
は
幅
広
の

無
文
帯
と
し
、
両
耳
上
で
屈
折
す
る
。
瞋
目
し
、
口
を
閉
じ
る
。
鰭
袖
衣
、
袴
、
裙
を
着
け

る
。
正
面
で
は
胸
板
と
草
摺
状
の
甲
を
付
け
、
背
面
で
は
下
甲
・
表
甲
を
付
け
る
。
籠
手
・

脛
当
を
付
け
る
。
胴
部
を
甲
締
具
で
締
め
、
腰
に
帯
を
付
け
、
天
衣
を
懸
け
る
。
袴
は
膝
下

で
縛
っ
て
裾
が
脛
当
て
に
懸
か
り
、
沓
を
履
く
。
左
手
は
屈
臂
し
て
掌
を
上
に
向
け
て
五
指

を
伸
ば
す
。
右
手
は
屈
臂
し
て
腰
に
当
て
持
物
（
亡
失
）
を
執
る
。
右
脚
を
斜
め
前
に
出
し

て
岩
座
上
に
立
つ
。

（
三
）
品
質
構
造

①
子
神
像

頭
体
通
し
て
針
葉
樹
（
カ
ヤ
）
の
一
材
か
ら
左
手
肘
ま
で
を
含
み
一
材
よ
り
彫
出
し
、
内

刳
り
を
施
さ
な
い
。
木
心
は
前
方
に
は
ず
す
。
冑
右
方
の
縁
部
に
別
材
を
矧
ぐ
。
左
手
は
袖
、

手
先
を
含
む
前
膊
を
矧
ぎ
（
後
補
）、
右
手
は
袖
を
含
む
上
膊
（
後
補
）、
手
先
を
含
む
前
膊

（
後
補
）
を
別
材
製
と
す
る
。
右
腰
部
の
天
衣
遊
離
部
別
材
製
（
後
補
）。
右
足
先
（
新
補
）、

左
足
先
（
後
補
）、
両
足
の
枘
（
新
補
）
を
別
材
製
と
す
る
。
像
表
面
は
白
土
下
地
が
一
部

残
り
、
彩
色
は
剥
落
す
る
。
後
補
部
材
は
胡
粉
下
地
を
施
し
古
色
仕
上
げ
。
台
座
は
広
葉
樹

の
自
然
木
を
用
い
、
左
方
に
一
材
を
矧
ぐ
。
簡
略
な
彩
色
を
施
す
。

②
丑
神
像

頭
体
通
し
て
針
葉
樹
（
カ
ヤ
）
の
一
材
か
ら
彫
出
し
、
内
刳
り
を
施
さ
な
い
。
木
心
は
前

方
に
わ
ず
か
に
は
ず
す
。
冑
頂
部
に
飾
り
を
設
け
る（
亡
失
）。
鼻
先
に
別
材
を
矧
ぐ（
後
補
）。

両
手
と
も
袖
を
含
む
上
膊
（
後
補
）、
手
先
を
含
む
前
膊
（
後
補
）
を
別
材
製
と
す
る
。
右

足
膝
か
ら
地
付
き
に
至
る
外
側
部
に
一
材
を
矧
ぐ
。
両
足
先
（
後
補
）、
両
足
の
枘
（
後
補
）

を
別
材
製
と
す
る
。
背
面
光
背
受
別
材
製
。
像
表
面
は
白
土
下
地
が
一
部
残
り
、
彩
色
は
剥

落
す
る
。
後
補
部
材
は
胡
粉
下
地
を
施
し
古
色
仕
上
げ
。
台
座
は
広
葉
樹
の
自
然
木
を
用
い
、

簡
略
な
彩
色
を
施
す
。

③
寅
神
像

頭
体
通
し
て
針
葉
樹
（
カ
ヤ
）
の
一
材
よ
り
彫
出
し
、
内
刳
り
を
施
さ
な
い
。
木
心
は
背

面
に
は
ず
す
。
両
手
と
も
袖
を
含
む
上
膊
（
後
補
）、
手
先
を
含
む
前
膊
（
後
補
）
を
別
材

製
と
す
る
。
背
面
腰
か
ら
下
に
薄
板
材
を
矧
ぎ
寄
せ（
亡
失
）、裙
裾
に
一
材
を
矧
ぐ（
後
補
）。

両
足
先
（
後
補
）
を
別
材
製
と
し
、両
足
の
枘
は
体
幹
部
に
挿
込
む
材
（
後
補
）
に
補
材
（
新

補
）
を
矧
ぎ
寄
せ
る
。
像
表
面
は
白
土
下
地
が
一
部
残
り
、
彩
色
は
剥
落
す
る
。
後
補
部
材

は
胡
粉
下
地
を
施
し
古
色
仕
上
げ
。
台
座
は
広
葉
樹
の
自
然
木
を
用
い
、簡
略
な
彩
色
を
施
す
。

④
卯
神
像

頭
体
通
し
て
針
葉
樹
（
カ
ヤ
）
の
一
材
よ
り
彫
出
し
、
内
刳
り
を
施
さ
な
い
。
木
心
は
右

前
方
に
は
ず
す
。
両
手
と
も
袖
を
含
む
上
膊
（
後
補
）、
手
先
を
含
む
前
膊
（
後
補
）
を
別

材
製
と
す
る
。
両
脚
部
間
中
央
の
裙
部
に
小
材
を
一
材
矧
ぐ
（
後
補
）。
右
足
先
（
後
補
）、

左
足
先
（
新
補
）、
両
足
の
枘
（
新
補
）
を
別
材
製
と
す
る
。
像
表
面
は
白
土
下
地
が
一
部

残
り
、
彩
色
は
剥
落
す
る
。
後
補
部
材
は
胡
粉
下
地
を
施
し
古
色
仕
上
げ
。
台
座
は
広
葉
樹

の
自
然
木
を
用
い
、
簡
略
な
彩
色
を
施
す
。

⑤
辰
神
像

頭
体
通
し
て
針
葉
樹
（
カ
ヤ
）
の
一
材
か
ら
右
肘
ま
で
を
含
ん
で
彫
出
し
、
内
刳
り
を
施

さ
な
い
。
木
心
は
右
前
方
に
は
ず
す
。
宝
冠
は
彫
り
直
し
か（
当
初
形
態
不
明
）。
面
部
中
央
、

左
右
の
眉
か
ら
唇
に
か
け
て
別
材
（
後
補
）
を
矧
ぎ
、
左
耳
（
後
補
）、
右
耳
朶
（
後
補
）

を
別
材
製
と
す
る
。
左
手
は
袖
を
含
む
上
膊
（
後
補
）、
手
先
を
含
む
前
膊
（
後
補
）
を
別

材
製
と
し
、
右
手
は
手
先
を
含
む
前
膊
を
矧
ぐ
（
後
補
）。
裙
裾
の
左
端
に
別
材
を
矧
ぐ
。

左
足
脛
部
と
右
足
脛
部
内
側
に
別
材
を
矧
ぎ
（
後
補
）、
両
足
先
（
後
補
）
と
枘
（
新
補
）

を
別
材
製
と
す
る
。
像
表
面
は
白
土
下
地
が
一
部
残
り
、
彩
色
は
剥
落
す
る
。
後
補
部
材
は

胡
粉
下
地
を
施
し
古
色
仕
上
げ
。
台
座
は
広
葉
樹
の
自
然
木
を
用
い
、
背
面
に
棒
状
の
材
を
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矧
ぎ
、
底
に
框
を
設
け
る
。
簡
略
な
彩
色
を
施
す
。

⑥
巳
神
像

頭
体
通
し
て
針
葉
樹
（
カ
ヤ
）
の
一
材
よ
り
彫
出
し
、
内
刳
り
を
施
さ
な
い
。
木
心
は
左

方
に
は
ず
す
。
面
部
中
央
、
炎
髪
と
両
目
、
鼻
下
に
か
け
て
別
材
を
矧
ぎ
（
後
補
）、
両
耳

を
別
材
製
と
す
る
。
左
胸
部
に
一
材
を
寄
せ
る（
後
補
）。
両
手
と
も
袖
を
含
む
上
膊（
後
補
）、

手
先
を
含
む
前
膊
（
後
補
）
を
別
材
製
と
す
る
。
腹
部
の
獅
噛
（
後
補
）、
腰
下
を
渡
る
天

衣
左
方
に
別
材
を
矧
ぐ
（
後
補
）。
右
腰
部
天
衣
遊
離
部
別
材
製
。
右
足
脛
部
（
新
補
）、
足

先
部
（
新
補
）、
左
足
先
（
後
補
）、
両
足
の
枘
（
新
補
）
を
別
材
製
と
す
る
。
像
表
面
は
白

土
下
地
が
一
部
残
り
、
彩
色
は
剥
落
す
る
。
後
補
部
材
は
胡
粉
下
地
を
施
し
古
色
仕
上
げ
。

台
座
は
広
葉
樹
の
自
然
木
を
用
い
、
簡
略
な
彩
色
を
施
す
。

⑦
午
神
像

厚
い
彩
色
に
よ
り
構
造
の
詳
細
を
見
極
め
が
た
い
が
、
頭
部
前
後
二
材
製
と
し
て
内
刳
り

を
施
し
て
玉
眼
を
嵌
入
し
、
首
枘
挿
と
す
る
と
見
ら
れ
る
。
髻
、
馬
頭
別
材
製
。
体
部
は
前

後
二
材
製
と
す
る
か
。
両
手
は
肩
、
肘
、
手
首
で
矧
ぐ
。
足
先
部
、
天
衣
遊
離
部
、
持
物
別

材
製
。
表
面
は
胡
粉
下
地
を
施
し
彩
色
仕
上
げ
。
台
座
、
光
背
は
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の
材
を
矧

ぎ
寄
せ
、
彩
色
仕
上
げ
と
す
る
。

⑧
未
神
像

頭
体
通
し
て
右
袖
ま
で
を
含
ん
で
針
葉
樹
（
カ
ヤ
）
の
一
材
よ
り
彫
出
し
、
内
刳
り
を
施

さ
な
い
。
木
心
は
前
方
に
わ
ず
か
に
は
ず
す
。
面
部
に
別
材
を
矧
ぎ
（
後
補
）、
動
物
標
識

を
別
材
製
と
す
る
（
後
補
）。
右
耳
別
材
製
（
後
補
）。
左
胸
の
胸
甲
別
材
製
。
左
手
は
袖
を

含
む
上
膊
（
後
補
）、
手
先
を
含
む
前
膊
（
後
補
）
を
別
材
製
と
し
、
右
手
先
（
後
補
）
別

材
製
。
前
盾
上
端
部
別
材
製
（
後
補
）。
両
足
脛
部
よ
り
下
は
木
屎
漆
に
て
成
形
し
（
新
補
）、

右
足
先
（
後
補
）、
左
足
先
（
新
補
）、
両
足
の
枘
（
新
補
）
を
別
材
製
と
す
る
。
像
表
面
は

白
土
下
地
が
一
部
残
り
、彩
色
は
剥
落
す
る
。
後
補
部
材
は
胡
粉
下
地
を
施
し
古
色
仕
上
げ
。

台
座
は
広
葉
樹
の
自
然
木
を
用
い
、
簡
略
な
彩
色
を
施
す
。

⑨
申
神
像

頭
体
通
し
て
左
手
袖
部
を
含
ん
で
針
葉
樹
（
カ
ヤ
）
の
一
材
よ
り
彫
出
し
、
内
刳
り
を
施

さ
な
い
。
木
心
は
前
方
に
は
ず
す
。
面
部
左
方
の
炎
髪
か
ら
顎
、耳
ま
で
を
別
材
製
と
す
る
。

鼻
先
別
材
製
。
左
手
は
袖
を
含
む
上
膊
（
後
補
）、
手
先
を
含
む
前
膊
（
後
補
）
を
別
材
製

と
し
、
右
手
は
手
先
を
含
む
前
膊
を
別
材
製
と
す
る
。
裙
裾
に
一
材
を
矧
ぐ
（
後
補
）。
左

足
先
（
後
補
）
及
び
マ
チ
材
（
新
補
）、
右
足
先
（
新
補
）、
左
足
枘
（
後
補
）
を
別
材
製
と

す
る
。
右
足
枘
は
体
幹
部
材
と
共
木
。
像
表
面
は
白
土
下
地
が
一
部
残
り
、
彩
色
は
剥
落
す

る
。
後
補
部
材
は
胡
粉
下
地
を
施
し
古
色
仕
上
げ
。
台
座
は
広
葉
樹
の
自
然
木
を
用
い
、
簡

略
な
彩
色
を
施
す
。

⑩
酉
神
像

頭
体
通
し
て
広
葉
樹
の
一
材
か
ら
足
先
ま
で
含
ん
で
彫
出
し
、
内
刳
り
を
施
さ
な
い
。
動

物
標
識
別
材
製
。
両
手
と
も
袖
を
含
む
上
膊
、
手
先
を
含
む
前
膊
を
別
材
製
と
し
、
持
物
別

材
製
。
足
枘
（
新
補
）
を
別
材
製
と
す
る
。
台
座
は
広
葉
樹
の
自
然
木
を
用
い
、
簡
略
な
彩

色
を
施
す
。

⑪
戌
神
像

頭
体
通
し
て
針
葉
樹
（
カ
ヤ
）
の
一
材
よ
り
彫
出
し
、
内
刳
り
を
施
さ
な
い
。
木
心
は
前

方
に
は
ず
す
。
面
部
に
別
材
を
矧
ぐ
（
後
補
）。
両
手
と
も
袖
を
含
む
上
膊
（
後
補
）、
手
先

を
含
む
前
膊
（
後
補
）
を
別
材
製
と
す
る
。
腹
前
を
渡
る
天
衣
（
後
補
）、
右
腰
の
天
衣
遊

離
部
（
後
補
）
別
材
製
。
右
足
脛
部
外
側
に
別
材
を
矧
ぐ
（
後
補
）。
両
足
先
（
後
補
）、
両

足
枘
（
新
補
）
を
別
材
製
と
す
る
。
像
表
面
は
白
土
下
地
が
一
部
残
り
、彩
色
は
剥
落
す
る
。

後
補
部
材
は
胡
粉
下
地
を
施
し
古
色
仕
上
げ
。
台
座
は
広
葉
樹
の
自
然
木
を
用
い
、
簡
略
な

彩
色
を
施
す
。

⑫
亥
神
像

頭
体
通
し
て
針
葉
樹
（
カ
ヤ
）
の
一
材
よ
り
彫
出
し
、
内
刳
り
を
施
さ
な
い
。
木
心
は
像

中
央
に
籠
め
る
。
鼻
先
別
材
製
（
後
補
）。
体
部
前
面
に
首
下
か
ら
股
下
に
及
ぶ
一
材
を
矧
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ぐ
（
後
補
）。
両
手
と
も
袖
を
含
む
上
膊
（
後
補
）、
手
先
を
含
む
前
膊
（
後
補
）
を
別
材
製

と
す
る
。
持
物
別
材
製
。
左
腰
部
に
小
材
を
矧
ぐ
。
天
衣
遊
離
部
別
材
製
。
両
足
先（
後
補
）、

両
足
枘
別
材
製
（
後
補
）。
像
表
面
は
白
土
下
地
が
一
部
残
り
、
彩
色
は
剥
落
す
る
。
後
補

部
材
は
胡
粉
下
地
を
施
し
古
色
仕
上
げ
。
台
座
は
広
葉
樹
の
自
然
木
を
用
い
、
簡
略
な
彩
色

を
施
す
。

（
四
）
保
存
状
態

①
子
神
像

冑
右
方
の
縁
部
、
左
手
前
膊
（
手
先
含
む
）、
右
手
上
膊
（
袖
含
む
）・
前
膊
（
手
先
含
む
）、

右
腰
部
天
衣
遊
離
部
、
左
足
先
、
台
座
、
以
上
後
補
。
右
足
先
、
両
足
枘
、
以
上
新
補
。
冑

の
左
方
下
縁
部
、
右
手
全
指
、
裙
背
面
の
下
端
中
央
、
以
上
欠
失
。
左
腰
部
天
衣
遊
離
部
、

持
物
、
以
上
亡
失
。
彩
色
剥
落
。

②
丑
神
像

鼻
先
、
両
手
上
膊
（
袖
含
む
）・
前
膊
（
手
先
含
む
）、
右
足
膝
下
外
側
部
材
、
両
足
先
、

両
足
枘
、
台
座
、
以
上
後
補
。
冑
の
下
縁
部
欠
失
。
冑
頂
飾
り
、
天
衣
遊
離
部
、
持
物
、
以

上
亡
失
。
背
面
腰
か
ら
裾
に
か
け
て
朽
損
甚
大
。
彩
色
剥
落
。

③
寅
神
像

両
手
上
膊
（
袖
含
む
）・
前
膊
（
手
先
含
む
）、
裙
裾
、
両
足
先
、
両
足
枘
の
一
部
、
台
座
、

以
上
後
補
。
両
足
枘
の
後
補
材
に
取
り
付
け
る
各
材
、
新
補
。
背
面
腰
下
の
薄
板
材
、
天
衣

遊
離
部
、
持
物
、
以
上
亡
失
。
彩
色
剥
落
。

④
卯
神
像

両
手
上
膊
（
袖
含
む
）・
前
膊
（
手
先
含
む
）、
両
脚
間
中
央
裙
部
小
材
、
右
足
先
、
台
座
、

以
上
後
補
。
左
足
先
、
両
足
枘
、
以
上
新
補
。
冑
の
後
方
下
縁
部
欠
失
。
天
衣
遊
離
部
、
持

物
、
以
上
亡
失
。
頭
頂
部
、
背
面
全
体
に
か
け
て
朽
損
甚
大
。
彩
色
剥
落
。

⑤
辰
神
像

面
部
の
補
材
、
左
耳
、
右
耳
朶
、
別
材
製
と
す
る
。
左
手
前
膊
（
手
先
含
む
）、
右
手
上

膊
（
袖
含
む
）・
前
膊
（
手
先
含
む
）、
裙
裾
左
端
、
左
足
脛
部
、
右
脚
脛
部
、
両
足
先
、
台

座
、
以
上
後
補
。
両
足
枘
、
新
補
。
冠
部
彫
り
直
し
あ
り
。
天
衣
遊
離
部
、
持
物
、
以
上
亡

失
。
背
面
全
体
に
朽
損
甚
大
。
彩
色
剥
落
。

⑥
巳
神
像

面
部
の
補
材
、
両
耳
、
左
胸
部
小
材
、
両
手
上
膊
（
袖
含
む
）・
前
膊
（
手
先
含
む
）、
獅

噛
、
腰
下
を
渡
る
天
衣
、
右
腰
部
天
衣
遊
離
部
、
右
脚
先
、
台
座
、
以
上
後
補
。
右
足
脛
部
、

右
足
先
、
両
足
枘
、
以
上
新
補
。
左
腰
天
衣
遊
離
部
、
持
物
、
以
上
亡
失
。
髻
か
ら
後
頭
部
、

背
面
全
体
、
正
面
胸
下
、
右
脇
、
両
脚
部
に
か
け
て
朽
損
甚
大
。
彩
色
剥
落
。

⑦
午
神
像

良
好
。

⑧
未
神
像

面
部
の
補
材
、
動
物
標
識
、
右
耳
、
左
胸
甲
部
、
左
手
上
膊
（
袖
含
む
）・
前
膊
（
手
先

含
む
）、
右
手
先
、
前
盾
上
端
部
、
右
足
先
、
台
座
、
以
上
後
補
。
両
足
脛
部
木
屎
成
形
、

左
足
先
、
両
足
枘
、
以
上
新
補
。
天
衣
遊
離
部
、
持
物
、
以
上
亡
失
。
髻
、
背
面
全
体
、
右

腕
、
朽
損
甚
大
。
彩
色
剥
落
。

⑨
申
神
像

面
部
左
方
の
補
材
、
鼻
先
、
左
手
上
膊
（
袖
含
む
）（
後
補
）・
前
膊
（
手
先
含
む
）、
右

手
前
膊
（
手
先
含
む
）、
裙
裾
部
、
左
足
先
、
左
足
枘
、
台
座
、
以
上
後
補
。
左
足
枘
マ
チ
材
、

右
足
先
、
以
上
新
補
。
髻
、
天
衣
遊
離
部
、
持
物
、
以
上
亡
失
。
額
中
央
が
欠
損
し
、
頭
部
、

背
面
肩
か
ら
腰
上
に
か
け
て
朽
損
甚
大
。
彩
色
剥
落
。

⑩
酉
神
像

足
枘
新
補
。

⑪
戌
神
像

面
部
補
材
、
両
手
上
膊
（
袖
含
む
）・
前
膊
（
手
先
含
む
）、
腹
前
を
渡
る
天
衣
、
右
腰
天
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衣
遊
離
部
、
右
足
脛
部
外
側
、
両
足
先
、
以
上
後
補
。
両
足
枘
、
新
補
。
左
腰
天
衣
遊
離
部
、

持
物
、
以
上
亡
失
。
頭
部
正
面
、
体
部
前
面
、
朽
損
甚
大
。
彩
色
剥
落
。

⑫
亥
神
像

鼻
先
、
体
部
前
面
材
、
両
手
上
膊
（
袖
含
む
）・
前
膊
（
手
先
含
む
）、
左
腰
部
小
材
、
天

衣
遊
離
部
、
両
足
先
、
両
足
枘
、
台
座
、
以
上
後
補
。
彩
色
剥
落
。
髻
、
持
物
、
以
上
亡
失
。

背
面
全
体
朽
損
甚
大
。
彩
色
剥
落
。

（
五
）
銘
記

①
子
神
像

台
座
底
面
墨
書
「
川
原
村
／
十
二
神
座　

栄
長
／
弘
福
寺
」（
図
13
―
１
）

台
座
側
面
墨
書
「
再
興
施
主
／
川
原
村
□
右
衛
門
六
十
四
才
／
子
ノ
年
為
家
内
安
全
／
現
當

二
世
安
楽
」（
図
13
―
２
）

②
丑
神
像

台
座
底
面
墨
書
「
川
原
村
／
十
二
神
将
座
栄
長
／
弘
福
寺
」

台
座
側
面
墨
書
「
う
し
」

③
寅
神
像

台
座
底
面
墨
書
「
左
」

台
座
墨
書
側
面
墨
書
「
虎
」

④
卯
神
像

台
座
底
面
墨
書
「
川
原
村
／
十
二
神
御
座
栄
長
／
弘
福
寺
」

台
座
側
面
墨
書
①
「
再
興
施
主
／
川
原
村
九
助
六
十
三
才
／
卯
ノ
年
現
當
二
世
／
子
孫
繁
昌

祈
処
」（
図
13
―
３
）

台
座
側
面
墨
書
②
「
卯
」

⑤
辰
神
像

台
座
上
面
墨
書
「
□
□
／
弘
福
寺
□
／
六
月
□
□
」

台
座
背
面
墨
書
「
辰
／
左
」

台
座
底
部
貼
付
板
墨
書
「
昭
和
五
十
二
年
四
月
吉
日
／
奉
御
修
理　

十
二
神
将
ノ
内　

十
一

躯
／
足
首
欠
損
の
た
め
現
状
維
持
／
修
理
を
し
た
。
／
南
都
仏
工　

中
西
盛
士
」

⑥
巳
神
像

台
座
底
面
墨
書
「
川
原
村
／
十
二
神
御
座　

栄
長
／
弘
福
寺
」

台
座
側
面
墨
書
「
左
」

⑧
未
神
像

台
座
底
面
墨
書
「
正
徳
二
壬
辰
年
六
月
吉
日
／
十
二
神
将
座
／
再
興
／
栄
長
／
高
市
郡
川
原

村
弘
福
寺
」（
図
13
―
４
）

⑨
申
神
像

左
足
枘
前
面
墨
書
「
申
」

⑩
酉
神
像

台
座
側
面
墨
書
「
と
り
」

⑪
戌
神
像

台
座
底
面
墨
書
「
川
原
村
／
十
二
神
将
座
栄
長
／
弘
福
寺
」

台
座
背
面
墨
書
「
馬
」

⑫
亥
神
像

台
座
底
面
墨
書
「
川
原
村
／
十
二
神
御
座
栄
長
／
弘
福
寺
」

台
座
側
面
墨
書
「
い
」

二
、十
二
神
将
立
像
の
造
像
時
期

１
、
当
初
部
分
と
修
理
痕
跡
の
把
握

弘
福
寺
十
二
神
将
立
像
は
、
一
二
軀
の
う
ち
二
軀
（
⑦
午
神
像
・
⑩
酉
神
像
）
を
後
補
と
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す
る
も
の
の
、
残
り
の
一
〇
軀
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
修
理
の
手
が
入
る
が
頭
体
の
根
幹
部

分
の
用
材
（
カ
ヤ
）
や
表
現
は
一
致
し
、
一
具
同
作
と
判
断
さ
れ
る
。

ほ
と
ん
ど
の
像
が
両
腕
を
後
補
と
し
て
お
り
（
①
子
神
像
が
左
手
肘
ま
で
、
⑤
辰
神
像
が

右
手
肘
ま
で
、
⑧
未
神
像
が
右
手
手
首
ま
で
当
初
部
材
を
残
す
）、
面
部
に
つ
い
て
は
⑤
辰

神
像
・
⑥
巳
神
像
・
⑧
未
神
像
・
⑨
申
神
像
（
左
半
分
）・
⑪
戌
神
像
が
後
補
と
な
っ
て
、

ま
た
前
面
あ
る
い
は
背
面
に
朽
損
が
大
き
く
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
が
（
②
丑
神
像
・
④
卯

神
像
・
⑤
辰
神
像
・
⑥
巳
神
像
・
⑧
未
神
像
・
⑨
申
神
像
・
⑪
戌
神
像
・
⑫
亥
神
像
）、
堅

木
に
よ
る
内
刳
り
を
施
さ
な
い
一
木
造
と
い
う
強
固
な
構
造
に
よ
っ
て
、
根
幹
の
部
材
が
維

持
さ
れ
て
い
る
。
⑨
申
神
像
の
右
脚
枘
が
体
幹
部
材
と
共
木
で
あ
り
、
当
初
か
ら
台
座
を
別

材
製
と
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

各
像
の
修
理
の
時
期
は
痕
跡
か
ら
は
次
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
る
。

Ⅰ
、
⑫
亥
神
像
の
体
部
前
面
、
⑥
巳
神
像
の
右
耳
や
左
胸
甲
部
を
補
作
し
た
時
期

　
　
（
鎌
倉
時
代
か
）

Ⅱ
、
⑦
午
像
を
の
ぞ
く
各
像
の
面
部
や
両
腕
等
の
補
作
及
び
⑩
酉
像
を
補
っ
た
時
期

　
　
（
室
町
時
代
後
期
～
江
戸
時
代
初
期
ご
ろ
か
）

Ⅲ
、
各
像
台
座
を
補
っ
た
時
期
（
正
徳
二
年
〔
一
七
一
二
〕）

Ⅳ
、
脚
部
や
足
枘
を
修
理
・
補
作
し
た
時
期
（
昭
和
五
二
年
〔
一
九
七
七
〕）

後
述
す
る
が
弘
福
寺
で
は
『
玉
葉
』
建
久
二
年
五
月
二
日
条
に
「
東
寺
末
寺
川
原
寺
焼
失

事
」
と
あ
っ
て
大
規
模
な
火
災
が
確
認
さ
れ
、ま
た
一
六
世
紀
中
に
も
火
災
が
あ
っ
て
（「
午

年
諸
寺
参
詣
記
」）、
Ⅰ
、
Ⅱ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
火
災
と
関
係
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
Ⅱ
の
修
理

前
状
況
を
各
像
の
朽
損
部
か
ら
推
測
す
る
と
、
多
く
は
脚
部
が
破
損
し
て
自
立
で
き
ず
横
倒

し
の
状
態
と
な
り
、
像
ご
と
に
程
度
の
差
が
あ
る
が
腐
朽
や
朽
損
が
進
ん
で
い
た
と
見
ら
れ

る
。
破
損
後
し
ば
ら
く
放
置
さ
れ
て
い
た
時
期
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

Ⅱ
の
修
理
に
よ
っ
て
面
部
や
腕
部
、
足
先
等
欠
失
・
亡
失
部
を
補
い
、
お
そ
ら
く
台
座
も

補
っ
て
自
立
さ
せ
、
各
像
朽
損
の
進
行
を
止
め
る
大
き
な
効
果
が
あ
り
、
本
群
像
の
継
承
の

上
に
お
い
て
意
義
あ
る
事
業
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
な
お
同
寺
の
持
国
天
立
像
・
多
聞
天
立

像
の
両
腕
も
同
時
期
に
同
じ
仏
師
に
よ
り
補
作
さ
れ
て
い
る
。

近
代
期
に
お
け
る
十
二
神
将
立
像
の
よ
う
す
を
う
か
が
え
る
資
料
と
し
て
、
奈
良
県
立
図

書
館
所
蔵
の
「
高
市
郡
甲　

奈
良
県
宝
物
及
貴
重
品
台
帳
進
達
書
」（
奈
良
県
庁
文
書
、

1-M
45-82

）
に
収
載
さ
れ
る
「
宝
物
及
貴
重
品
台
帳
／
高
市
郡
高
市
村
川
原
／
弘
福
寺
」
が

あ
る
。
こ
れ
は
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
一
二
月
七
日
に
住
職
扇
谷
専
念
か
ら
県
へ
進
達
さ

れ
た
台
帳
で
、
本
尊
十
一
面
観
音
像
以
下
什
宝
物
の
詳
細
を
記
載
す
る
が
、
こ
の
時
す
で
に

国
宝
指
定
さ
れ
奈
良
帝
室
博
物
館
に
出
陳
さ
れ
て
い
た
持
国
天
・
多
聞
天
に
続
い
て
十
二
神

将
の
記
載
が
あ
り
、「
番
号　

四
／
種
類　

仏
体
／
名
称　

十
二
神
将
／
員
数　

拾
壹
／
品

質　

木
心
／
形
状　

立
像
／
寸
尺　

貳
尺
七
寸
／
重
量　

約
壹
貫
五
百
匁
／
作
者
伝
来　

寺

伝
弘
法
大
師
」
の
各
情
報
が
示
さ
れ
た
上
で
、
一
一
軀
が
二
段
に
並
ぶ
古
写
真
が
添
付
さ
れ

る
（
図
14
）。
こ
の
写
真
に
よ
り
、
先
の
記
載
で
は
詳
細
が
分
か
ら
な
か
っ
た
欠
け
て
い
る

一
軀
が
⑦
午
神
像
で
あ
る
こ
と
が
把
握
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
後
期
ご
ろ
の
作
と
想
定
さ
れ
る

同
像
は
、
大
正
元
年
以
降
に
追
加
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
古
写
真
を
現
状
の
十
二
神
将
立
像

の
姿
と
比
べ
る
と
、
天
衣
の
有
無
や
、
足
先
が
失
わ
れ
た
り
外
れ
て
い
る
も
の
、
別
像
の
腕

部
材
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
台
座
も
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
処

置
は
Ⅳ
の
修
理
の
際
に
行
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
破
損
と
修
理
を
繰
り
返
し
、
⑦
午
神
像
・
⑩
酉
神
像
を
後
か
ら
補
い
な
が
ら

も
伝
来
し
て
き
た
十
二
神
将
立
像
で
あ
る
が
、
一
方
で
こ
れ
ら
の
修
理
箇
所
に
よ
り
造
像
当

初
の
表
現
は
把
握
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
て
、
こ
の
こ
と
が
長
く
本
群
像
の
学
術
的
評
価
が
定

ま
っ
て
こ
な
か
っ
た
要
因
と
も
な
っ
て
き
た
。
次
節
で
は
、
こ
こ
に
確
認
し
た
当
初
部
分
の

表
現
か
ら
そ
の
特
徴
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

２
、
表
現
と
形
式
の
特
徴
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全
像
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
頭
部
の
比
率
が
大
き
い
太
造
り
の
体
型
（
お
よ
そ
四
頭
身
）

で
あ
る
が
、
①
子
神
像
・
②
丑
神
像
・
③
寅
神
像
・
④
卯
神
像
・
⑫
亥
神
像
の
面
部
は
、
顎

が
張
っ
た
輪
郭
に
小
ぶ
り
な
目
鼻
口
を
配
し
て
、
誇
張
の
少
な
い
整
っ
た
憤
怒
相
を
示
す
。

肉
身
部
は
細
や
か
な
抑
揚
表
現
に
よ
り
弾
力
あ
る
肌
の
質
感
を
伴
っ
て
い
る
。
各
像
と
も
に

甲
締
具
と
腰
帯
で
絞
っ
た
体
軀
の
分
節
は
明
瞭
で
、
胸
回
り
や
腰
回
り
に
厚
み
が
あ
り
、
背

中
の
筋
肉
も
隆
起
し
て
充
実
し
た
量
感
を
示
し
、
甲
冑
の
内
側
の
肉
身
は
引
き
締
ま
っ
た
印

象
で
あ
る
。
動
勢
は
控
え
め
で
あ
る
が
、革
鎧
も
身
体
の
動
き
に
連
動
し
て
破
綻
が
少
な
く
、

ゆ
る
み
の
な
い
緊
張
感
あ
る
立
ち
姿
を
見
せ
て
い
る
。

面
相
表
現
は
静
謐
で
整
い
が
あ
り
怒
り
を
抑
え
た
風
貌
の
③
寅
神
像
と
⑫
亥
神
像
が
特
に

優
れ
、
①
子
神
像
と
⑨
申
神
像
が
次
に
優
れ
、
②
丑
神
像
と
④
卯
神
像
が
そ
れ
に
次
ぐ
も
の

で
、
こ
う
し
た
表
現
の
違
い
か
ら
製
作
者
の
手
は
複
数
に
及
ぶ
。

形
式
面
で
は
、
各
像
と
も
下
甲
・
表
甲
・
胸
甲
・
襟
甲
・
前
盾
か
ら
な
る
唐
式
甲
制
と
し
、

冑
を
付
け
る
像
（
①
子
神
像
・
②
丑
神
像
・
④
卯
神
像
）、
髻
を
結
う
像
（
③
寅
神
像
・
⑥

巳
神
像
・
⑧
未
神
像
・
⑨
申
神
像
・
⑪
戌
神
像
・
⑫
亥
神
像
）、
炎
髪
を
表
す
像
（
⑪
戌
神
像
）

を
分
け
る
。
胴
部
を
締
め
る
甲
締
具
は
像
ご
と
に
構
成
と
形
状
を
わ
ず
か
に
違
え
、
腰
帯
も

紐
（
①
子
神
像
・
②
丑
神
像
・
③
寅
神
像
・
④
卯
神
像
・
⑥
巳
神
像
・
⑨
申
神
像
・
⑫
亥
神

像
）
と
ベ
ル
ト
（
⑤
辰
神
像
・
⑧
未
神
像
・
⑨
戌
神
像
）
で
分
け
、
袴
裾
の
処
理
も
膝
下
で

脛
当
て
に
納
め
る
も
の
（
①
子
神
像
・
②
丑
神
像
・
④
卯
神
像
・
⑨
申
神
像
・
⑪
戌
神
像
）
と
、

膝
下
で
縛
り
脛
当
て
の
外
に
端
を
懸
け
る
も
の
（
③
寅
神
像
・
⑤
辰
神
像
・
⑥
巳
神
像
・
⑧

未
神
像
・
⑫
亥
神
像
）
を
意
図
的
に
混
ぜ
る
。

革
鎧
の
装
飾
に
つ
い
て
は
抑
制
的
で
、
前
楯
の
上
下
の
ど
ち
ら
か
を
三
山
形
に
す
る
も
の

（
③
寅
神
像
・
④
卯
神
像
・
⑤
辰
神
像
・
⑨
申
神
像
）
が
あ
る
ほ
か
は
シ
ン
プ
ル
な
形
で
、

胸
甲
内
は
左
右
中
央
に
六
角
菱
形
の
飾
り
を
表
す
像
（
③
寅
神
像
〔
上
下
に
尖
る
〕、
⑨
申

神
像
〔
左
右
に
尖
る
〕）、
二
重
円
相
を
表
す
像
（
⑥
巳
神
像
）、
円
に
十
字
文
を
表
す
像
（
⑧

未
神
像
）、
革
ベ
ル
ト
を
表
す
像
（
①
子
神
像
・
⑤
辰
神
像
）、
何
も
表
さ
な
い
像
（
②
丑
神

像
・
④
卯
神
像
）
が
あ
る
。
像
ご
と
に
変
化
さ
せ
る
傾
向
は
こ
こ
に
も
み
ら
れ
る
。

動
勢
は
直
立
す
る
像
（
③
寅
神
像
・
⑨
申
神
像
）、
右
足
を
前
に
出
し
正
面
を
向
く
像
（
⑫

亥
神
像
）、
右
足
を
前
に
出
し
右
を
向
く
像
（
①
子
神
像
・
②
丑
神
像
）、
右
足
を
前
に
出
し

左
を
向
く
像
（
⑥
巳
神
像
・
⑪
戌
神
像
）、
左
足
を
前
に
出
し
右
を
向
く
像
（
④
卯
神
像
・

⑤
辰
神
像
・
⑧
未
神
像
）
と
な
り
、
直
立
像
二
軀
、
右
足
を
出
す
像
五
軀
、
左
足
を
出
す
像

三
軀
と
な
っ
て
、
こ
ち
ら
も
意
図
的
に
表
現
を
違
え
て
い
る
。
失
わ
れ
た
二
軀
は
左
足
を
出

し
て
い
た
か
、
と
も
推
測
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
形
式
面
と
各
像
の
動
勢
を
確
認
す
る
と
、
群
像
の
表
現
が
単
調
と
な
ら
な
い
よ

う
に
綿
密
に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
造
像
に
あ
た
っ
た
工
人
は
作
風
の
違

い
か
ら
複
数
人
に
及
び
、
一
定
の
規
模
の
工
房
が
製
作
に
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ

る
。な

お
十
二
神
将
と
し
て
の
図
像
的
特
徴
は
、
当
初
の
腕
や
持
物
が
ほ
ぼ
残
存
し
な
い
た
め

検
討
す
る
こ
と
が
難
し
い
が
、
直
立
す
る
像
が
二
軀
含
ま
れ
る
こ
と
は
特
徴
的
で
あ
る
。
玄

朝
様
や
定
智
本
ほ
か
の
図
像
集
に
お
い
て
は
、
明
確
に
直
立
し
て
い
る
図
像
は
見
い
だ
せ
な

い
が
（
興
福
寺
板
彫
十
二
神
将
像
の
う
ち
因
達
羅
像
は
直
立
に
近
い
が
左
に
大
き
く
首
を
傾

け
左
肩
も
上
げ
る
）、
実
作
例
と
し
て
は
福
岡
市
美
術
館
十
二
神
将
像
の
う
ち
酉
神
立
像
や

栄
山
寺
十
二
神
将
像
の
う
ち
戌
神
立
像
な
ど
中
世
～
近
世
の
作
例
中
に
見
ら
れ
、
そ
う
し
た

図
像
の
源
流
が
か
な
り
早
く
に
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

こ
の
点
に
お
い
て
、十
二
神
将
像
の
最
古
例
で
あ
る
奈
良
時
代
造
像
の
新
薬
師
寺
像
で
も
、

ほ
ぼ
直
立
に
近
い
立
ち
姿
の
像
と
し
て
珊
底
羅
大
将
立
像
が
あ
り
（
た
だ
し
頭
部
を
左
に
か

し
げ
る
）、
摩
虎
羅
大
将
立
像
も
わ
ず
か
に
腰
を
捻
る
が
直
立
に
近
い
。
他
は
右
足
を
前
に

出
す
像
が
四
軀
、
左
足
を
前
に
出
す
像
が
五
軀
で
（
も
う
一
軀
は
補
作
）、
傾
向
が
一
致
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
②
丑
神
像
は
右
下
を
向
い
て
左
目
だ
け
を
す
が
め
て
お
り
、
矢

を
手
に
執
っ
て
そ
れ
を
見
つ
め
て
い
る
姿
（
新
薬
師
寺
で
は
頞
儞
羅
大
将
立
像
）
に
復
元
が

可
能
で
あ
ろ
う
。



−　−20

３
、
奈
良
時
代
後
期
～
平
安
時
代
初
期
の
神
将
形
像
と
の
比
較

本
群
像
の
造
像
時
期
に
つ
い
て
は
、弘
福
寺
の
持
国
天
立
像（
図
15
・
像
高
一
九
三
・
四
㎝
）・

多
聞
天
立
像
（
図
16
・
像
高
一
九
四
・
八
㎝
）
を
聖
宝
（
八
三
二
～
九
〇
九
）
が
弘
福
寺
別

当
で
あ
っ
た
こ
ろ
の
九
世
紀
後
半
の
造
像
と
捉
え
、
そ
の
存
在
を
前
提
に
十
二
神
将
像
に
つ

い
て
も
「
聖
宝
時
代
の
一
木
彫
の
伝
統
を
考
慮
す
る
べ
き
も
の
」
と
す
る
見
解
が
提
示
さ
れ

て
い
る（
２
）。

こ
の
持
国
天
立
像
・
多
聞
天
立
像
は
頭
体
通
し
て
台
座
を
含
め
て
一
木
よ
り
彫
出
し
、
目

を
見
開
い
て
激
し
く
怒
る
頭
部
は
小
さ
く
、
首
は
肩
に
埋
ま
り
、
胴
を
強
く
絞
っ
て
腰
下
が

す
ら
り
と
伸
び
る
長
身
の
姿
で
、
聖
宝
が
東
寺
二
の
長
者
と
な
っ
た
寛
平
七
年
（
八
九
五
）

以
降
の
造
像
と
さ
れ
る
東
寺
四
天
王
立
像
（
焼
損
）
と
も
表
現
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る（
３
）。

像
高
の
差
が
あ
る
と
は
い
え
、
十
二
神
将
立
像
の
短
軀
や
誇
張
の
少
な
い
憤
怒
の
表
情
と
は

大
き
な
へ
だ
た
り
が
あ
る
。

文
献
で
把
握
さ
れ
る
聖
宝
の
造
像
に
関
わ
る
事
績
は
、
弘
福
寺
丈
六
檀
像
十
一
面
観
音
像

や
東
大
寺
中
門
の
二
丈
二
天
王
像
、
現
光
寺
丈
六
弥
勒
像
な
ど
巨
大
な
作
例
が
多
く
、
現
存

す
る
東
寺
千
手
観
音
立
像
（
焼
損
）
に
そ
の
あ
り
方
を
う
か
が
え
る
（
約
二
丈
）。
当
然
小

像
の
造
像
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
さ
れ
な
い
が
、
聖
宝
周
辺
に
お
け
る
明
確
な
小
像
の
事
例

が
不
明
で
あ
る
現
状
に
お
い
て
は
、
そ
の
作
風
を
本
十
二
神
将
像
の
様
式
を
含
む
も
の
と
み

な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
改
め
て
本
像
様
式
を
他
像
と
比
較
し
て
、
そ
の
造
像
時
期
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

本
十
二
神
将
像
の
特
徴
で
あ
る
頭
部
の
比
率
が
大
き
く
、
腹
部
や
腰
回
り
の
肉
付
き
が
豊

か
で
重
量
感
が
あ
る
短
軀
の
体
型
は
、
興
福
寺
北
円
堂
の
延
暦
九
年
（
七
九
一
）
造
像
の
四

天
王
立
像
や
同
寺
東
金
堂
の
四
天
王
立
像
な
ど
、
奈
良
時
代
の
最
末
期
か
ら
平
安
時
代
初
期

の
作
例
に
見
ら
れ
る
。
た
だ
そ
れ
ら
は
、
よ
り
鎧
の
内
側
の
体
軀
が
充
満
し
て
重
量
感
と
力

感
に
あ
ふ
れ
、
腕
を
大
き
く
動
か
し
て
袖
も
翻
る
躍
動
感
あ
る
立
ち
姿
を
見
せ
て
お
り
、
表

現
の
傾
向
に
違
い
も
あ
る
。
例
え
ば
弘
福
寺
像
の
ほ
と
ん
ど
が
当
初
の
腕
部
を
失
っ
て
お
り

そ
の
運
動
性
を
比
較
す
る
こ
と
は
か
な
わ
な
い
が
、
当
初
の
腕
の
一
部
が
残
る
①
子
神
像
・

⑤
辰
神
像
・
⑧
未
神
像
を
見
る
限
り
は
、
腕
は
身
体
に
近
い
と
こ
ろ
で
構
え
、
お
と
な
し
い

印
象
で
あ
る
。
ま
た
面
貌
表
現
も
、
興
福
寺
の
両
四
天
王
像
で
は
眼
鼻
口
を
極
端
に
大
き
く

デ
フ
ォ
ル
メ
し
て
迫
力
と
諧
謔
味
を
表
出
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
弘
福
寺
像
が
静
謐
で
整

い
が
あ
り
怒
り
を
抑
え
た
表
情
を
見
せ
て
お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
違
い
が
あ
る
。
こ
う

し
た
立
ち
姿
や
面
貌
表
現
の
お
と
な
し
い
さ
ま
は
、
興
福
寺
の
両
四
天
王
像
の
表
現
が
穏
健

化
し
た
作
例
（
例
え
ば
仁
和
四
年
（
八
八
八
）
造
像
の
仁
和
寺
増
長
天
・
多
聞
天
立
像
な
ど
）

と
も
異
な
る
洗
練
さ
れ
た
も
の
と
い
え
、
本
群
像
に
連
な
る
別
の
様
式
の
展
開
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

本
十
二
神
将
像
の
表
現
の
特
徴
を
、奈
良
時
代
後
期
造
像
の
唐
招
提
寺
講
堂
持
国
天
立
像
・

増
長
天
立
像
や
大
安
寺
四
天
王
立
像
と
の
比
較
の
中
で
確
認
し
た
い
。

唐
招
提
寺
持
国
天
立
像
（
図
17
）・
増
長
天
立
像
（
図
18
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
頭
体
通
し
て

カ
ヤ
の
一
材
よ
り
彫
出
し
、
現
状
後
補
の
邪
鬼
上
に
足
枘
（
共
木
）
に
よ
っ
て
立
つ（
４
）。
増
長

天
立
像
は
革
鎧
の
下
の
筋
肉
が
隆
々
と
し
て
充
実
し
、
引
き
締
ま
っ
た
体
軀
で
、
腰
を
捻
り

片
膝
を
曲
げ
た
動
き
の
あ
る
立
ち
姿
に
も
ゆ
る
み
が
な
い
。
甲
冑
に
表
さ
れ
た
精
緻
な
意
匠

は
洗
練
さ
れ
た
も
の
で
、
盛
唐
期
の
石
彫
天
部
像
に
類
似
す
る
も
の
が
あ
り
、
鑑
真
在
世
時

の
八
世
紀
後
半
の
造
像
と
理
解
さ
れ
る
。
一
方
で
持
国
天
立
像
は
、
増
長
天
立
像
と
比
べ
て

体
軀
の
引
き
締
ま
り
に
や
や
ゆ
る
み
が
生
じ
、
腰
を
わ
ず
か
に
ひ
ね
る
動
き
に
も
上
半
身
と

下
半
身
の
連
関
が
徹
底
さ
れ
ず
、
全
体
と
し
て
動
き
の
お
と
な
し
い
穏
や
か
な
印
象
を
受
け

る
。
こ
の
二
体
と
本
来
一
具
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
二
天
像
が
金
剛
山
寺
に
伝
来
し
て
お

り
、
当
初
の
頭
部
を
失
い
、
体
部
も
複
雑
に
切
り
離
し
て
改
造
を
受
け
て
い
る
も
の
の
、
復

元
さ
れ
た
姿
は
作
風
や
特
徴
的
な
甲
冑
の
意
匠
な
ど
、
先
の
二
像
の
そ
れ
ぞ
れ
と
共
通
す

る（
５
）。
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大
安
寺
四
天
王
立
像
は
、そ
れ
ぞ
れ
頭
体
通
し
て
台
座
を
含
み
カ
ヤ
の
一
材
よ
り
彫
出
し
、

両
腕
を
別
材
製
（
一
部
は
根
幹
材
と
共
木
）
と
す
る
。
作
風
に
は
違
い
が
あ
っ
て
各
像
間
で

の
造
像
の
経
緯
が
異
な
る
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
る（
６
）。
こ
の
う
ち
多
聞
天
立
像
（
図
19
）
が

最
も
出
来
映
え
に
優
れ
、
充
実
し
て
引
き
締
ま
っ
た
体
軀
の
表
現
や
胸
甲
の
精
緻
な
文
様
も

含
め
、
唐
招
提
寺
増
長
天
立
像
と
並
ぶ
高
い
水
準
の
造
形
を
示
す
。
持
国
天
立
像
（
図
20
）

は
ほ
ぼ
直
立
し
た
動
き
の
少
な
い
体
勢
で
、
多
聞
天
立
像
と
比
べ
て
憤
怒
の
表
情
に
も
誇
張

が
少
な
く
控
え
め
で
、穏
や
か
な
印
象
で
あ
る
。
増
長
天
立
像
（
図
21
）
と
広
目
天
立
像
（
図

22
）
は
面
貌
表
現
や
甲
冑
の
細
部
表
現
に
共
通
性
が
あ
り
一
具
の
作
で
、腰
の
位
置
が
低
く
、

重
心
が
下
が
っ
て
軽
快
さ
を
減
じ
た
立
ち
姿
を
見
せ
る
。

こ
の
よ
う
に
唐
招
提
寺
像
と
大
安
寺
像
を
通
覧
す
る
と
、
奈
良
時
代
後
期
～
末
期
の
神
将

形
像
の
作
風
は
一
様
で
は
な
く
、
新
た
に
受
容
さ
れ
た
大
陸
風
の
厳
し
さ
と
緊
張
感
を
伴
う

表
現
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
様
式
の
学
習
と
そ
れ
が
未
消
化
な
表
現
が
混
在
し
て
い
る
こ
と

が
理
解
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
さ
ら
に
弘
福
寺
十
二
神
将
像
に
み
ら
れ
た
、
誇
張
の

少
な
い
整
っ
た
憤
怒
表
現
と
控
え
め
な
体
軀
の
動
勢
と
い
う
特
徴
に
着
目
す
れ
ば
、
唐
招
提

寺
増
長
天
立
像
と
大
安
寺
持
国
天
立
像
と
の
類
似
が
う
か
が
え
る
（
図
23
）。

唐
招
提
寺
増
長
天
立
像
に
見
ら
れ
る
上
半
身
と
下
半
身
の
捻
り
に
や
や
連
関
を
欠
い
た
立

ち
姿
は
、
①
子
神
像
・
④
卯
神
像
・
⑤
辰
神
像
・
⑥
巳
神
像
・
⑧
未
神
像
・
⑪
戌
神
像
に
み

ら
れ
、
直
立
す
る
③
寅
神
像
・
⑨
申
神
像
の
立
ち
姿
は
、
腰
回
り
が
横
に
張
り
出
さ
な
い
引

き
締
ま
っ
た
立
体
表
現
も
含
め
大
安
寺
持
国
天
立
像
に
近
い
。
細
部
形
式
に
着
目
す
れ
ば
①

子
神
像
の
Ｗ
字
形
の
襟
甲
は
唐
招
提
寺
像
、
大
安
寺
像
と
も
に
確
認
で
き
、
胸
甲
を
吊
る
ベ

ル
ト
も
含
め
た
組
み
合
わ
せ
も
含
め
て
そ
の
形
状
は
唐
招
提
寺
像
が
よ
り
近
似
す
る
。
こ
こ

で
は
こ
う
し
た
比
較
に
お
い
て
、
弘
福
寺
十
二
神
将
立
像
の
表
現
が
、
奈
良
時
代
後
期
～
末

期
の
神
将
形
像
と
類
似
す
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

た
だ
し
考
慮
す
べ
き
点
と
し
て
、
奈
良
時
代
神
将
形
像
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
甲
冑
表
面

の
装
飾
文
様
が
、
弘
福
寺
十
二
神
将
像
で
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
こ
と
は
明
確
な
相
違
点

で
、
そ
れ
を
様
式
の
単
純
化
・
簡
素
化
と
捉
え
れ
ば
、
造
像
時
期
を
下
降
さ
せ
る
要
因
と
も

捉
え
う
る
。
ま
た
台
座
を
共
木
と
せ
ず
足
枘
を
設
け
て
立
た
せ
る
こ
と
も
、
唐
招
提
寺
像
・

金
剛
山
寺
像
の
当
初
の
あ
り
方
が
確
定
し
て
い
な
い
も
の
の
、
奈
良
時
代
木
彫
像
の
傾
向
と

は
異
な
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
他
例
と
の
比
較
を
行
い
た
い
。

鶏
足
寺
十
二
神
将
立
像
は
、
現
状
で
は
冑
を
付
け
る
そ
の
１
像
（
図
24
）、
髻
を
表
す
そ

の
２
像
（
図
25
）、
顔
を
右
に
向
け
る
そ
の
３
像
（
図
26
）
の
三
軀
が
伝
わ
り
、
木
心
乾
漆

の
技
法
に
よ
っ
て
造
像
さ
れ
、
面
部
は
木
彫
主
体
と
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
や
や
頭
部
の
大
き
い

体
型
で
（
お
よ
そ
四
・
五
頭
身
）、
憤
怒
相
に
誇
張
が
少
な
く
、
甲
締
具
と
腰
帯
で
胴
を
絞
り
、

胸
回
り
や
腰
回
り
に
厚
み
が
あ
っ
て
充
実
し
た
量
感
を
示
す
。動
勢
は
控
え
め
で
は
あ
る
が
、

立
ち
姿
に
は
緊
張
感
が
あ
っ
て
緩
み
が
な
い
。
こ
の
三
軀
に
つ
い
て
は
七
八
〇
年
代
か
ら

七
九
〇
年
を
前
後
す
る
時
期
の
造
像
と
す
る
見
解
が
提
示
さ
れ
て
お
り（
７
）、
奈
良
時
代
末
～
平

安
時
代
初
め
の
作
例
と
な
る
。
先
に
問
題
と
し
た
甲
冑
表
面
の
装
飾
は
、
そ
の
１
像
の
冑
に

み
ら
れ
る
ほ
か
は
、
三
軀
と
も
革
鎧
に
は
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
総
体
と
し
て
シ
ン
プ
ル
な
印

象
と
な
っ
て
い
る
点
も
弘
福
寺
像
と
近
い
。

甲
冑
形
式
は
、
唐
式
甲
制
に
基
づ
き
つ
つ
、
服
制
の
細
部
形
式
（
例
え
ば
胸
甲
の
装
飾
、

腰
帯
・
ベ
ル
ト
の
選
択
、
袴
裾
の
処
理
の
仕
方
な
ど
）
を
各
像
間
で
変
え
て
単
調
に
し
な
い

こ
と
や
、
そ
の
２
像
の
Ｗ
字
形
の
襟
甲
と
そ
の
中
央
の
花
形
飾
、
そ
し
て
胸
甲
を
吊
る
革
バ

ン
ド
の
表
現
が
①
子
神
像
と
よ
く
似
る
こ
と
、
ま
た
三
軀
と
も
に
両
足
間
に
先
を
尖
ら
せ
て

垂
ら
す
裙
裾
の
表
現
が
弘
福
寺
像
の
各
像
と
も
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
類
似
す

る
と
こ
ろ
が
多
い
。

面
貌
に
注
目
す
る
と
、
そ
の
１
像
と
同
様
に
冑
を
付
け
る
①
子
神
像
と
は
、
顎
の
張
っ
た

四
角
張
っ
た
輪
郭
に
、
眉
尻
を
上
げ
、
控
え
め
な
瞋
目
と
、
口
を
へ
し
め
る
か
た
ち
な
ど
よ

く
似
た
傾
向
を
示
し
、
②
丑
神
像
、
④
卯
神
像
と
も
同
様
に
近
似
す
る
（
図
27
）。
そ
の
２

像
と
同
様
に
髻
を
結
う
③
寅
神
像
や
亥
神
像
と
は
、
顎
の
張
り
を
や
や
抑
え
て
す
っ
き
り
と

し
た
輪
郭
を
示
し
、
眉
の
吊
り
上
が
る
程
度
に
相
違
は
あ
る
が
、
抑
制
さ
れ
た
瞋
怒
の
表
情
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に
似
通
う
部
分
が
あ
り
、左
右
に
薄
く
引
き
締
め
た
口
の
表
現
は
⑨
申
神
像
に
近
似
す
る（
図

28
）。
木
彫
と
木
心
乾
漆
の
技
法
の
違
い
は
あ
れ
ど
も
、
鶏
足
寺
像
で
も
木
彫
主
体
と
な
る

面
貌
表
現
の
類
似
を
踏
ま
え
れ
ば
、
両
者
の
造
像
様
式
は
近
似
し
た
も
の
で
あ
り
、
造
像
時

期
に
も
大
き
な
径
庭
は
な
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
比
較
検
討
を
踏
ま
え
て
、
弘
福
寺
十
二
神
将
立
像
に
つ
い
て
は
、
奈
良
時
代
後

期
に
お
け
る
神
将
形
像
の
様
式
を
踏
襲
し
つ
つ
、
平
安
時
代
初
期
の
短
軀
の
体
型
を
も
示
す

過
渡
期
の
作
例
と
い
え
、
奈
良
時
代
末
期
か
ら
平
安
時
代
初
期
に
か
け
て
、
お
よ
そ
八
世
紀

末
～
九
世
紀
初
め
ご
ろ
の
造
像
と
判
断
し
た
い
。

な
お
、
本
群
像
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
頭
部
の
比
率
の
大
き
い
短
軀
の
表
現
で
、
類
似
す
る

甲
冑
表
現
を
見
せ
る
古
例
と
し
て
奈
良
市
南
明
寺
の
四
天
王
立
像
が
あ
る
。
頭
体
通
し
て
台

座
を
含
ん
で
針
葉
樹
の
一
木
か
ら
彫
出
し
て
、
像
高
は
六
八
・
九
㎝
～
七
七
・
二
㎝
を
計
る
。

憤
怒
の
表
情
は
誇
張
さ
れ
て
諧
謔
味
が
あ
り
、
動
き
も
大
き
く
躍
動
感
が
あ
る
。
様
式
的
に

は
弘
福
寺
像
よ
り
も
進
ん
で
お
り
、
先
行
研
究
で
は
一
〇
世
紀
～
一
一
世
紀
前
半
の
造
像
と

し（
８
）、
奈
良
市
指
定
文
化
財
の
指
定
時
に
お
い
て
は
平
安
前
期
（
九
世
紀
）
の
特
徴
が
受
け
継

が
れ
た
一
〇
世
紀
の
作
と
す
る
。
こ
う
し
た
南
都
に
お
け
る
平
安
時
代
前
期
神
将
形
像
の
展

開
を
考
え
る
上
に
お
い
て
も
、
先
行
す
る
弘
福
寺
像
の
存
在
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
派
生

し
て
検
討
が
必
要
な
問
題
と
い
え
る
。

三
、
薬
師
如
来
立
像
・
十
二
神
将
立
像
の
伝
来
に
つ
い
て

１
、
薬
師
如
来
立
像
の
詳
細

弘
福
寺
本
堂
の
中
央
須
弥
壇
上
、
本
尊
像
の
左
脇
に
安
置
さ
れ
る
薬
師
如
来
立
像
（
図

29
）
に
つ
い
て
詳
細
を
確
認
す
る
。

（
一
）
法
量
（
単
位
㎝
）

像　

高　

八
五
・
〇　
　

髪
際
高　

七
七
・
二　

頂
―
顎　

一
六
・
四　
　

面　

長　
　

九
・
五　
　

面　

幅　

一
〇
・
〇

耳　

張　

一
二
・
三　
　

面　

奥　

一
二
・
〇　
　

肘　

張　

二
一
・
六

胸
厚（
右
）一
一
・
四　
　

胸
厚（
左
）一
〇
・
〇　
　

腹　

厚　

一
二
・
二

袖　

張　

一
八
・
二　
　

裾　

張　

一
五
・
一　
　

足
先
開（
内
）三
・
八

足
先
開（
外
）一
一
・
五　

（
二
）
形
状

頭
部
に
肉
髻
相
を
表
す
。
地
髪
部
六
段
、
肉
髻
部
七
段
、
髪
際
二
五
粒
を
数
え
る
。
肉
髻

珠
、
白
毫
相
を
表
し
、
耳
朶
不
貫
。
大
衣
を
ま
と
い
、
右
肩
に
覆
肩
衣
を
着
け
る
。
左
手
は

屈
臂
し
、
掌
を
上
に
し
て
薬
壺
を
執
る
。
右
手
屈
臂
し
、
胸
前
で
掌
を
前
に
し
五
指
を
伸
ば

す
。
裙
を
着
け
、
蓮
華
座
上
に
直
立
す
る
。

（
三
）
品
質
構
造

頭
部
と
体
部
の
腹
部
付
近
ま
で
を
ヒ
ノ
キ
の
一
材
か
ら
木
取
り
し
、
前
面
の
左
脇
か
ら
右

腰
と
左
腰
に
至
る
三
角
形
状
に
左
右
二
材
を
矧
ぎ
足
し
、
背
面
の
右
脇
か
ら
左
腰
に
至
る
三

角
形
状
に
材
を
矧
ぎ
寄
せ
、
木
屎
漆
で
成
形
し
、
腰
か
ら
地
付
き
部
ま
で
に
一
材
を
矧
ぎ
寄

せ
る
。
両
肩
か
ら
両
袖
を
含
み
裾
に
至
る
各
体
側
部
材
を
矧
ぎ
、
体
幹
部
材
と
の
間
に
マ
チ

材
（
幅
一
・
三
㎝
）
を
挟
む
。
右
袖
先
に
別
材
を
矧
ぐ
。
鼻
先
、
両
耳
、
両
手
先
、
持
物
、

両
足
先
、
両
足
枘
別
材
製
。
像
表
面
は
下
層
に
白
土
下
地
が
あ
り
、
現
状
そ
の
上
に
胡
粉
下

地
と
漆
下
地
を
施
し
て
、
古
色
仕
上
げ
と
す
る
。
持
物
は
漆
箔
仕
上
げ
。
肉
髻
珠
・
白
毫
水

晶
製
。

（
四
）
保
存
状
態

鼻
先
、
両
耳
、
体
部
前
面
腹
部
付
近
三
角
形
状
の
左
右
二
材
、
背
面
腰
付
近
三
角
形
状
の

材
、
腰
か
ら
下
、
両
体
側
部
材
及
び
体
幹
部
材
と
の
間
の
マ
チ
材
、
右
袖
先
、
両
手
先
、
持

物
、
両
足
先
、
両
足
枘
、
表
面
仕
上
、
以
上
後
補
。
根
幹
部
材
の
う
ち
後
頭
部
右
端
と
背
部
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右
側
に
炭
化
痕
跡
あ
り
。

弘
福
寺
十
二
神
将
立
像
が
随
侍
す
る
主
尊
像
で
あ
る
。
現
状
、
像
全
体
を
後
補
部
材
が
覆

う
状
況
で
あ
る
が
、
頭
部
と
体
部
の
根
幹
部
分
に
つ
い
て
は
、
前
面
の
腹
下
、
背
面
の
腰
部

付
近
ま
で
古
い
部
材
が
残
る
。
こ
の
当
初
部
材
は
朽
損
が
進
ん
で
表
面
が
荒
れ
て
お
り
、
背

面
部
で
は
焼
損
痕
が
確
認
で
き
る
。

体
幹
部
材
に
つ
い
て
表
面
か
ら
把
握
す
る
と
、
朽
損
し
て
上
半
身
だ
け
と
な
り
（
あ
る
い

は
当
初
像
が
坐
像
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
）、
地
付
き
部
分
も
不
整
形
に
断
面
が
斜
め
と

な
っ
た
一
木
造
の
如
来
像
に
、材
を
多
数
矧
ぎ
足
し
て
現
状
の
姿
と
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

当
初
の
如
来
像
は
肉
髻
と
地
髪
部
の
段
差
が
緩
や
か
な
表
現
か
ら
、
平
安
時
代
後
期
、
一
一

世
紀
ご
ろ
ま
で
遡
る
可
能
性
が
あ
る
。
螺
髪
は
大
ぶ
り
で
、
後
頭
部
で
は
表
現
を
省
略
す
る

な
ど
細
部
に
拘
泥
し
な
い
お
お
ら
か
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

後
補
部
材
の
う
ち
下
半
身
は
、
材
の
幅
が
狭
く
極
端
な
細
身
で
、
内
側
の
身
体
性
に
欠
け

る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
一
方
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
並
べ
た
衣
紋
に
は
弾
力
が
あ
り
、
ま
た
鎬
立

つ
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
中
世
彫
刻
的
な
特
徴
も
有
す
る
。
体
幹
部
の
う
ち
後
頭
部
と
背
面
右

方
の
焼
損
痕
か
ら
、
室
町
時
代
後
期
（
一
六
世
紀
前
半
ご
ろ
）
の
火
災
の
際
に
被
災
し
、
そ

の
後
大
幅
な
補
修
を
受
け
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
別
材
製
の
右
耳
の
表
現
が
十
二
神
将
立
像

の
う
ち
⑨
申
神
像
の
後
補
の
左
耳
と
共
通
し
て
い
る
の
で
、
室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代

初
期
ご
ろ
に
か
け
て
の
、
同
時
期
の
修
理
と
判
断
さ
れ
る
。
さ
ら
に
江
戸
時
代
に
台
座
や
持

物
が
補
わ
れ
、
像
表
面
等
に
つ
い
て
も
重
ね
て
補
修
さ
れ
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

２
、
史
料
に
み
る
弘
福
寺
（
川
原
寺
）
の
薬
師
如
来
と
十
二
神
将

弘
福
寺
（
川
原
寺
）
に
お
い
て
薬
師
如
来
像
・
十
二
神
将
像
の
存
在
を
示
す
史
料
に
つ
い

て
、
断
片
的
で
あ
る
が
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
早
い
事
例
と
し
て
、
建
保
四
年

（
一
二
一
六
）
書
写
の
『
諸
寺
建
立
次
第
』
の
次
の
記
事
が
あ
る（
９
）。

　

河
原
寺

　

敏
達
天
皇
御
宇
第
十
三
年
春
二
月
、
蘇
我
大
臣
建
立
之
、

　

�

金
堂
十
一
面
像
、
丈
六
、
又
有
三
重
塔
、
八
大
明
王
、
又
東
有
薬
師
仏
幷
十
二
神
将
、

此
寺
ハ
弘
法
大
師
ノ
𦾔
跡
也
、
後
移
高
野
寺
、
従
百
済
国
持
来
弥
勒
仏
也
、
像
有
東
塔

内
同
様
の
内
容
を
示
す
も
の
と
し
て
、
文
暦
二
年
（
一
二
三
五
）
以
降
成
立
の
原
本
を
康
永

四
年
（
一
三
四
五
）
に
書
写
し
た
護
国
寺
本
『
諸
寺
縁
起
集
』
に
は
、

　
　
　
　

河
原
寺
又
云
弘
福
寺

　

�

金
堂
、
中
尊
十
一
面
丈
六
化
人
作
、
又
有
三
重
塔
、
八
大
明
王
、
又
東
有
薬
師
像
幷

十
二
神
将
、
此
寺
ハ
弘
法
大
師
ノ
𦾔
跡
、
後
移
高
野
寺
辺
云
々
、
甲
辰
歳
従
百
済
国
持

来
弥
勒
立
像
七
八
寸
許
、
今
有
東
塔
文
、
敏
達
天
皇
十
三
年
春
二
月
、
蘇
我
大
臣
始
造

寺
文

と
あ
る（

（1
（

。
諸
本
間
で
記
載
の
あ
り
方
に
違
い
が
あ
り
、東
京
国
立
博
物
館
本
『
諸
寺
縁
起
集
』

（
室
町
時
代
）
で
は
、

　
　
　
　

河
原
寺
号
弘
福
寺　

東
寺
末
寺
也　

大
和
国
高
市
郡

　

�

件
寺
者
在
橘
寺
北
、
敏
達
天
皇
十
三
年
二
月
蘇
我
大
臣
建
立
、
金
堂
安
丈
六
十
一
面
観

音

　
　
　
　

三
重
塔

　
�

在
八
大
明
王
像
、
又
東
仁
在
薬
師
仏
幷
十
二
神
将
、
抑
此
寺
者
弘
法
大
師
𦾔
跡
也
、
後

移
高
野
寺
、
自
百
済
国
持
来
弥
勒
□
像
、
在
東
塔
内

と
す
る（

（1
（

。

弘
福
寺
（
川
原
寺
）
は
、
九
世
紀
後
半
か
ら
一
〇
世
紀
初
め
ご
ろ
の
間
に
火
災
が
あ
っ
た

と
み
ら
れ
、
ま
た
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
に
も
火
災
が
あ
っ
た
（『
玉
葉
』
建
久
二
年
五

月
二
日
条
）。『
諸
寺
建
立
次
第
』
に
示
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
後
の
様
相
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
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こ
ろ
弘
福
寺
（
川
原
寺
）
に
は
金
堂
と
と
も
に
三
重
塔
が
あ
り
、
そ
の
塔
内
に
特
殊
な
尊
格

で
あ
る
八
大
明
王
像
と
と
も
に
、
東
方
の
一
角
に
薬
師
如
来
と
十
二
神
将
像
が
安
置
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
狭
い
塔
内
の
東
面
に
ま
と
め
て
安
置
さ
れ
て
い
る
群
像
で
あ
り
、
各

像
の
大
き
さ
は
小
ぶ
り
で
あ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
、
こ
の
点
は
本
稿
で
紹
介
し
た
十
二
神
将

像
と
条
件
は
一
致
す
る
。
薬
師
如
来
像
に
つ
い
て
も
平
安
時
代
後
期
の
作
例
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
像
と
現
存
像
が
関
連
す
る
可
能
性
は
あ
る
。

大
き
く
降
っ
て
、
近
世
初
頭
ご
ろ
の
弘
福
寺
（
川
原
寺
）
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
る
史
料
に
「
午
年
諸
寺
参
詣
記
」
が
あ
る
。
保
井
芳
太
郎
『
大
和
上
代
寺
院
史
』
に
お
い

て
部
分
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で（

（1
（

、
筆
者
保
井
の
架
蔵
本
と
み
ら
れ
、
同
書
の
岡
寺
の

項
で
も
引
用
さ
れ
る
が
（
た
だ
し
書
名
は
「
午
年
大
和
参
詣
記
」
と
な
る
）、
現
在
の
と
こ

ろ
原
本
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。
引
用
部
分
は
、

　

�

橘
寺
ヨ
リ
一
町
余
北
ノ
方
田
ノ
中
ニ
堂
跡
ノ
石
ス
ヘ
ア
リ
、
所
ノ
者
ニ
尋
ヌ
ル
ニ
東
ノ

方
石
ズ
ヘ
ハ
塔
ノ
跡
、
西
方
ハ
薬
師
堂
ノ
跡
、
北
ノ
方
ハ
観
音
堂
ノ
跡
也
、
此
観
音
ハ

長
谷
寺
観
音
ト
同
作
ノ
由
、
八
十
年
已
前
マ
デ
ハ
堂
在
也
、
雷
火
ニ
テ
焼
之
由
申
也
、

只
今
草
庵
有
之
、
塔
ノ
跡
ト
云
ハ
只
今
元
興
寺
ノ
塔
ノ
跡
カ
、
橘
寺
ノ
塔
ヲ
元
興
寺
ヘ

引
由
、
其
塔
ノ
跡
ニ
テ
モ
可
有
也
、
観
音
堂
ノ
前
ニ
昔
ノ
石
□
□
外
有
申
也
。

と
あ
っ
て
、
近
世
初
頭
に
お
け
る
寺
内
と
周
辺
の
状
況
を
伝
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
本
参
詣

記
が
記
さ
れ
た
近
世
初
頭
か
ら
八
〇
年
前
、戦
国
時
代
、一
六
世
紀
前
半
ご
ろ
に
弘
福
寺
（
川

原
寺
）
で
は
雷
火
に
よ
る
火
災
が
発
生
し
、
そ
の
後
は
草
庵
を
残
す
の
み
で
あ
っ
た
が
、
か

つ
て
の
西
金
堂
の
礎
石
が
あ
る
場
所
に
薬
師
堂
の
跡
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
堂
跡
こ
そ

が
、
薬
師
如
来
と
十
二
神
将
像
の
か
つ
て
の
安
置
堂
宇
と
推
察
さ
れ
る
。

延
宝
九
年
（
一
六
七
九
）
に
成
立
し
た
『
和
州
旧
跡
幽
考
』（
大
和
名
所
記
）
の
川
原
寺

条
に
は
、「
橘
寺
乃
二
町
ば
か
り
北
、
む
か
し
乃
礎
石
あ
り
、
草
室
一
宇
古
仏
乃
二
天
な
ら

び
に
十
二
天
乃
像
あ
り
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
景
観
は
「
午
年
諸
寺
参
詣
記
」
と
同
様
で
、
か

つ
二
天
像
と
と
も
に
十
二
神
将
像
の
存
在
を
明
確
に
伝
え
て
い
る
。

そ
し
て
、
本
稿
で
紹
介
し
た
十
二
神
将
立
像
の
う
ち
⑧
未
神
像
の
台
座
墨
書
銘
に
「
正
徳

二
壬
辰
年
六
月
吉
日
／
十
二
神
将
座
／
再
興
／
栄
長
／
高
市
郡
川
原
村
弘
福
寺
」と
あ
っ
て
、

正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
の
段
階
で
、
川
原
村
の
弘
福
寺
に
本
群
像
が
所
在
し
た
こ
と
を
確

認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
弘
福
寺
に
お
い
て
は
中
世
を
通
じ
て
薬
師
信
仰
の
場
が
継
承
さ
れ
、
近
世
以

降
も
仏
像
群
が
確
か
に
引
き
継
が
れ
て
き
た
状
況
を
確
認
し
た
。
日
本
屈
指
の
古
い
十
二
神

将
像
が
、
火
災
や
破
損
を
く
ぐ
り
抜
け
、
そ
の
群
像
の
大
半
を
留
め
な
が
ら
今
日
に
継
承
さ

れ
た
の
は
、
単
な
る
偶
然
と
は
い
え
な
い
。
弘
福
寺
の
歴
史
上
、
薬
師
信
仰
の
場
や
そ
の
対

象
と
な
る
仏
像
に
、
特
別
な
意
味
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
弘
福
寺
に
お
け
る
薬

師
信
仰
の
場
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

３
、
弘
福
寺
（
川
原
寺
）
に
お
け
る
薬
師
悔
過
と
伊
予
親
王
慰
霊

古
代
の
弘
福
寺
に
お
け
る
薬
師
信
仰
と
し
て
は
、『
日
本
書
紀
』
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）

五
月
条
に
、
天
武
天
皇
の
危
篤
に
際
し
て
川
原
寺
で
薬
師
経
（
薬
師
如
来
本
願
経
）
を
説
か

せ
た
記
事
が
見
ら
れ
る
の
が
早
い
も
の
で
あ
る
。
天
皇
不
予
に
あ
た
っ
て
薬
師
如
来
に
祈
願

す
る
あ
り
か
た
は
、
川
原
寺
に
限
ら
ず
散
見
さ
れ
る（

（1
（

。

十
二
神
将
立
像
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
の
は
『
類
従
国
史
』
天
長
四
年
（
八
二
七
）
正

月
丁
卯
条
で
、
淳
和
天
皇
の
勅
に
よ
り
、
高
市
郡
内
の
贈
皇
后
藤
原
旅
子
の
墾
田
一
〇
町
を

一
代
限
り
で
橘
寺
に
施
入
し
て
春
秋
悔
過
料
と
し
、
綿
三
百
屯
を
も
と
に
川
原
寺
で
誦
経
を

行
っ
た
こ
と
、
平
安
京
の
東
寺
・
西
寺
に
も
そ
れ
ぞ
れ
四
〇
人
の
僧
を
も
っ
て
薬
師
悔
過
を

修
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

こ
の
橘
寺
と
川
原
寺
で
の
悔
過
・
誦
経
は
、
空
海
の
漢
詩
文
集
で
あ
る
『
性
霊
集
』
巻
六

「
天
長
皇
帝
為
故
中
務
卿
親
王
捨
田
及
道
場
支
具
入
橘
寺
願
文
」
に
、
天
長
四
（
八
二
七
）

に
淳
和
天
皇
が
異
母
弟
伊
予
親
王
の
た
め
に
田
地
と
道
場
を
橘
寺
に
施
入
し
、
薬
師
如
来
像
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と
脇
侍
日
光
・
月
光
菩
薩
像
を
造
像
し
て
、
ま
た
金
文
蓮
華
法
曼
荼
羅
を
写
し
、
空
海
（
真

言
）・
豊
安
（
律
）・
施
平
（
法
相
）・
泰
演
（
法
相
）・
玄
叡
（
三
論
）・
明
福
（
法
相
）
な

ど
二
〇
名
に
よ
っ
て
法
華
経
論
議
を
行
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
先
の
記
事
の

橘
寺
の
悔
過
と
川
原
寺
の
誦
経
も
、
東
寺
・
西
寺
と
同
様
に
薬
師
悔
過
で
あ
る
と
み
ら
れ
る

こ
と
、
そ
し
て
そ
の
目
的
が
、
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
に
川
原
寺
に
幽
閉
さ
れ
飲
食
を
絶
た

れ
た
の
ち
に
母
藤
原
吉
子
と
と
も
に
自
ら
命
を
絶
っ
た
伊
予
親
王
の
冥
福
を
祈
る
目
的
で
な

さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

願
文
内
容
は
、
密
教
の
教
義
を
踏
ま
え
、
淳
和
天
皇
の
伊
予
親
王
へ
の
追
慕
の
情
、
天
皇

及
び
一
切
衆
生
の
現
当
福
利
を
願
っ
た
内
容
で
、
用
語
や
言
い
回
し
に
は
空
海
願
文
の
特
徴

が
よ
く
現
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
さ
れ（

（1
（

、
こ
の
追
善
供
養
に
空
海
が
主
導
的
に
関
わ
っ
た
こ

と
は
事
実
と
い
え
る
。
追
善
仏
事
の
法
華
八
講
（
四
日
八
講
）
で
あ
り
、
各
宗
の
高
僧
が
出

仕
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
怨
霊
と
し
て
畏
怖
さ
れ
た
伊
予
親
王
母
子
の
霊
を
慰
撫
す
る
た
め

の
も
の
と
の
見
解
が
あ
り（

（1
（

、
首
肯
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
淳
和
天
皇
の
時
期
の
川
原
寺
と
橘
寺
は
伊
予
親
王
慰
霊
の
寺
院
と
な
っ
て
い

た
と
み
ら
れ（

（1
（

、
空
海
に
下
賜
さ
れ
た
東
寺
で
も
こ
の
と
き
同
時
に
薬
師
悔
過
が
行
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
そ
の
鎮
魂
の
仏
事
に
は
空
海
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
。
空
海
は
早
良
親
王
が

幽
閉
さ
れ
た
乙
訓
寺
の
修
造
と
供
養
に
も
関
わ
り
、
こ
う
し
た
御
霊
慰
撫
の
役
割
を
求
め
ら

れ
て
い
た
と
の
評
価
が
あ
る（

（1
（

。
空
海
の
の
ち
、
真
雅
、
真
然
、
聖
宝
、
観
賢
な
ど
の
真
言
僧

が
弘
福
寺
（
川
原
寺
）
を
領
し
、
東
寺
の
末
寺
と
し
て
推
移
し
た
の
は
、
こ
の
悔
過
を
契
機

と
す
る
可
能
性
が
高
い（

（1
（

。

天
長
四
年
（
八
二
七
）
の
薬
師
悔
過
に
際
し
て
造
像
さ
れ
た
薬
師
三
尊
像
は
橘
寺
に
施
入

さ
れ
て
い
る
が
、
伊
予
親
王
自
害
の
地
で
あ
る
川
原
寺
で
も
綿
三
〇
〇
屯
（
約
一
三
五
㎏
）

を
経
費
と
し
た
規
模
の
大
き
な
誦
経
（
薬
師
悔
過
と
一
連
の
法
要
と
見
ら
れ
る
）
が
行
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
法
要
の
中
心
と
な
る
本
尊
像
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。
な
お

川
原
寺
の
中
金
堂
本
尊
を
薬
師
如
来
と
す
る
見
解
が
あ
る
が（

（1
（

、
こ
れ
は
先
に
見
た
『
諸
寺
建

立
次
第
』
の
三
重
塔
安
置
の
薬
師
十
二
神
将
の
存
在
に
基
づ
い
て
お
り
、
他
の
根
拠
を
得
ら

れ
な
い
。

承
和
二
年
（
八
三
五
）、
空
海
弟
子
真
雅
が
弘
福
寺
別
当
と
な
っ
た
後
、『
続
日
本
後
紀
』

承
和
四
年
（
八
三
七
）
四
月
丁
巳
条
に
天
地
災
異
を
除
く
た
め
、
昼
は
大
般
若
経
を
読
み
、

夜
は
薬
師
悔
過
を
行
う
二
〇
寺
の
中
に
弘
福
寺
が
あ
る
。
二
〇
寺
は
梵
釈
寺
・
崇
福
寺
・
東

西
両
寺
・
東
大
寺
・
興
福
寺
・
新
薬
師
寺
・
元
興
寺
・
大
安
寺
・
薬
師
寺
・
西
大
寺
・
唐
招

提
寺
・
本
元
興
寺
・
弘
福
寺
・
法
隆
寺
・
四
天
王
寺
・
延
暦
寺
・
神
護
寺
・
聖
神
寺
・
常
住

寺
と
な
る
。
南
都
十
大
寺
の
な
か
の
序
列
は
低
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
弘
福
寺
が
薬
師
悔

過
の
場
と
し
て
国
家
的
な
立
場
を
な
お
保
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
確
認
す
る
と
、
九
世
紀
の
弘
福
寺
（
川
原
寺
）
で
は
、
伊
予
親
王
慰
霊
と
も

結
び
つ
く
と
み
ら
れ
る
、
薬
師
悔
過
の
場
と
本
尊
が
継
承
さ
れ
て
い
た
よ
う
す
を
う
か
が
え

る
。
こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
当
該
時
期
に
は
造
像
さ
れ
て
い
た
本
稿
で
紹
介
し
た
十
二

神
将
像
に
つ
い
て
は
、
弘
福
寺
に
お
け
る
悔
過
の
場
に
安
置
さ
れ
て
い
た
群
像
で
あ
っ
た
可

能
性
を
想
定
し
た
い
。

史
料
が
限
ら
れ
る
中
に
お
い
て
は
、
十
二
神
将
像
が
造
像
さ
れ
た
契
機
自
体
を
大
同
二
年

（
八
〇
七
）
伊
予
親
王
没
後
の
供
養
と
短
絡
的
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な

く
と
も
空
海
以
後
に
弘
福
寺
が
真
言
寺
院
化
し
東
寺
末
と
し
て
継
承
さ
れ
る
な
か
、
空
海
に

よ
る
伊
予
親
王
慰
撫
の
悔
過
像
と
い
う
由
緒
が
、
古
代
・
中
世
を
通
じ
て
本
群
像
を
伝
世
さ

せ
る
原
動
力
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。

再
度
先
に
示
し
た
「
高
市
郡
甲　

奈
良
県
宝
物
及
貴
重
品
台
帳
進
達
書
」
収
載
の
「
宝
物

及
貴
重
品
台
帳
／
高
市
郡
高
市
村
川
原
／
弘
福
寺
」
を
確
認
す
る
と
、
同
台
帳
に
は
弘
福
寺

伝
来
の
仏
像
の
作
者
に
つ
い
て
寺
伝
を
示
し
て
い
る
が
、
本
尊
で
あ
る
十
一
面
観
音
立
像
を

恵
心
僧
都
作
と
す
る
一
方
、古
来
弘
福
寺
に
伝
来
し
て
き
た
こ
と
を
先
に
確
か
め
た
持
国
天
、

多
聞
天
、
十
二
神
将
、
薬
師
如
来
に
つ
い
て
は
弘
法
大
師
作
と
し
、
そ
の
他
は
不
詳
と
し
て

い
る（

（2
（

。
す
な
わ
ち
近
代
に
至
っ
て
も
な
お
、
選
択
的
に
弘
法
大
師
伝
承
が
付
随
し
て
い
る
わ
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け
で
あ
り
、
こ
う
し
た
言
説
も
ま
た
、
弘
福
寺
十
二
神
将
立
像
の
造
像
・
使
用
・
継
承
を
巡

る
か
つ
て
の
記
憶
の
痕
跡
を
伝
え
る
も
の
と
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
弘
福
寺
に
伝
来
し
た
十
二
神
将
立
像
に
つ
い
て
、
そ
の
詳
細
を
紹
介
し
、
様
式
・

形
式
の
検
討
か
ら
奈
良
時
代
末
～
平
安
時
代
初
期
、
八
世
紀
末
～
九
世
紀
初
め
ご
ろ
の
造
像

と
位
置
づ
け
た
。
ま
た
弘
福
寺
（
川
原
寺
）
に
関
す
る
中
世
・
近
世
史
料
に
そ
の
存
在
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
空
海
に
よ
る
伊
予
親
王
慰
霊
の
場
と
薬
師
悔
過
と
も
関
わ
る
可
能
性
に

つ
い
て
も
示
し
て
、
そ
の
伝
来
の
背
景
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
。

十
二
神
将
像
の
古
例
と
し
て
は
も
と
よ
り
、
奈
良
時
代
末
～
平
安
時
代
初
期
の
神
将
形
像

に
多
数
の
新
た
な
作
例
を
加
え
る
も
の
で
あ
り
、
彫
刻
史
研
究
上
に
お
け
る
意
義
は
大
き
い

も
の
と
考
え
る
。
一
方
で
そ
の
図
像
面
で
の
根
拠
や
造
像
背
景
に
つ
い
て
は
、
な
お
明
快
に

は
論
じ
得
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
調
査
研
究
を
重
ね
た
い
。

注（
１
）	

鈴
木
喜
博
「
51　

十
二
神
将
立
像
」（
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
編
『
大
飛
鳥
展
』、
奈
良
県
立
万
葉
文
化

館
、
二
〇
一
一
年
）。

（
２
）	

注
（
１
）
に
同
じ
。

（
３
）	

伊
東
史
朗
「
東
寺
食
堂
四
天
王
像
に
つ
い
て
―
図
像
と
技
法
か
ら
見
た
聖
宝
、
会
理
時
代
」（『
國
華
』

一
二
三
三
、一
九
九
八
年
、
同
『
平
安
時
代
彫
刻
史
の
研
究
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）

に
所
収
） 

（
４
）	

斉
藤
孝
「
持
国
天
立
像 

講
堂
所
在
／
増
長
天
立
像 

講
堂
所
在
」（
奈
良
六
大
寺
大
観
刊
行
会
編
『
奈
良

六
大
寺
大
観　

唐
招
提
寺
二
』、
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
）
で
は
両
像
と
も
に
足
枘
を
共
木
と
す
る

と
報
告
さ
れ
る
。

（
５
）	

奈
良
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
存
課
編
『
修
理
報
告　

金
剛
山
寺
の
二
天
像
』（
金
剛
山
寺
、二
〇
〇
三
）

（
６
）	

田
邊
三
郎
助
「
四
天
王
立
像
」（
太
田
博
太
郎
編
『
大
和
古
寺
大
観　

第
三
巻
』、
岩
波
書
店
、
一
九
七

七
年
）、友
鳴
利
英「
大
安
寺
四
天
王
像
序
論
―
広
目
天
像
の
形
姿
復
元
と
大
刀
を
突
く
神
将
像
―
」（『
文

化
財
学
報
』
二
五
、
二
〇
〇
七
年
）

（
７
）	

高
梨
純
次
「
滋
賀
・
鶏
足
寺
の
木
心
乾
漆
造
十
二
神
将
立
像
に
つ
い
て
―
そ
の
制
作
年
代
の
推
定
」

（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
四
三
七
、一
九
八
七
、
同
『
近
江
の
古
像
』（
思
文
閣
、
二
〇
一
四
）
に
収
録
）

（
８
）	「
９　

木
造
四
天
王
立
像　

四
軀
」（
奈
良
市
教
育
委
員
会
編
『
奈
良
市
の
佛
像　

奈
良
市
彫
刻
調
査
報

告
書
』、
奈
良
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
七
年
）

（
９
）	「
諸
寺
建
立
次
第
」（
藤
田
経
世
編
『
校
刊
美
術
史
料 

寺
院
編 

上
巻
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七

二
年
）

（
10
）	「
諸
寺
縁
起
集　

護
国
寺
本
」（
藤
田
経
世
編
『
校
刊
美
術
史
料 

寺
院
編 

上
巻
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、

一
九
七
二
年
）

（
11
）	

東
京
国
立
博
物
館
本
『
諸
寺
縁
起
集
』（
列
品
番
号Q

A
-4004_2

、
画
像
番
号E0066604

）

（
12
）	

保
井
芳
太
郎
『
大
和
上
代
寺
院
史
』（
大
和
史
学
会
、
一
九
三
二
）

（
13
）	

渡
辺
宏
治
「
平
安
時
代
初
期
の
薬
師
修
法
」（『
人
文
論
究
』
四
二
、一
九
九
二
）

（
14
）	

山
本
真
吾
「
空
海
作
願
文
の
表
現
世
界
―
伊
予
親
王
関
連
願
文
を
中
心
に
―
」（『
人
文
論
叢
（
三
重
大

学
人
文
学
部
文
化
学
科
研
究
紀
要
）』
八
、一
九
九
一
年
）

（
15
）	

武
内
孝
善
「
弘
法
大
師
と
法
華
講
会
―
『
天
長
皇
帝
為
故
中
務
卿
親
王
講
法
華
経
願
文
』
考
―
」（『
中

川
善
教
先
生
頚
徳
祈
念
論
集　

仏
教
と
文
化
』、
同
朋
社
、
一
九
八
三
年
、
同
『
空
海
伝
の
研
究
―
後

半
生
の
軌
跡
と
思
想
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
）
に
所
収
））

（
16
）	

西
本
昌
弘
「
文
献
史
料
か
ら
み
た
川
原
寺
」（
関
西
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

実
行
委
員
会
編
集
・
発
行
『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

飛
鳥
・
川
原
寺
裏
山
遺
跡
と
東
ア
ジ
ア
資
料
集
』

（
二
〇
一
二
年
）

（
17
）	

櫻
木
潤
「
嵯
峨
・
淳
和
期
の
「
御
霊
」
慰
撫
―
『
性
霊
集
』
伊
予
親
王
追
善
願
文
を
中
心
に
―
」（『
仏

教
史
研
究
』
四
七
―
二
、二
〇
〇
五
年
）

（
18
）	
武
内
孝
善
「
弘
福
寺
別
当
に
つ
い
て
」（『
宗
教
研
究
』
三
一
一
、一
九
九
七
年
、
同
『
空
海
伝
の
研
究

―
後
半
生
の
軌
跡
と
思
想
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
）
に
所
収
）

（
19
）	

松
木
裕
美
「
川
原
寺
の
創
立
―
そ
の
安
置
仏
像
と
国
家
仏
教
―
」（
林
陸
朗
・
鈴
木
晴
民
編
『
日
本
古

代
の
国
家
と
祭
儀
』、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
六
年
）

（
20
）	「
高
市
郡
甲　

奈
良
県
宝
物
及
貴
重
品
台
帳
進
達
書
」（
奈
良
県
庁
文
書
、1-M

45-82

）
収
載
の
「
宝
物
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及
貴
重
品
台
帳
／
高
市
郡
高
市
村
川
原
／
弘
福
寺
」
に
記
さ
れ
る
仏
像
八
件
の
記
述
内
容
に
つ
い
て
次

に
示
す
。
冒
頭
数
字
は
便
宜
的
に
付
し
、
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。

	
①
「
番
号　

壹
／
種
類　

仏
体
／
名
称　

十
一
面
観
世
音
菩
薩
／
員
数　

壹
／
所
在　

奈
良
県
高
市
郡

高
市
村
大
字
川
原　

新
義
真
言
宗
豊
山
派
弘
福
寺
／
品
質　

金
箔
木
仏
／
形
状　

立
像
／
寸
尺　

二
尺

八
寸
／
作
者
伝
来　

不
詳
（
寺
伝
恵
心
僧
都
）
／
備
考　

鎌
倉
時
代
」（
写
真
添
付
）

	

②
「
番
号　

弐
／
種
類　

仏
体
／
名
称　

持
国
天
／
員
数　

壹
／
所
在　

奈
良
県
高
市
郡
高
市
村
大
字

川
原　

新
義
真
言
宗
豊
山
派
弘
福
寺
／
品
質　

木
心
／
形
状　

立
像
／
寸
尺　

七
尺
／
作
者
伝
来　

寺

伝
弘
法
大
師
／
備
考　

彫
刻
鬼
台
上
ニ
ア
リ
右
手
ニ
大
刀
ヲ
持
ツ
、
頭
部
右
肩
背
部
両
足
右
袂
先
欠
損

左
腕
付
根
離
ル
両
腕
手
先
ニ
至
ル
大
刀
各
後
補
、
明
示
三
十
四
年
八
月
国
宝
ニ
編
入
明
治
四
十
一
年
内

務
大
臣
出
陳
命
令
ニ
付
奈
良
帝
室
博
物
館
ヘ
出
陳
」

	

③
「
番
号　

参
／
種
類　

仏
体
／
名
称　

多
聞
天
／
員
数　

壹
／
所
在　

奈
良
県
高
市
郡
高
市
村
大
字

川
原　

新
義
真
言
宗
豊
山
派
弘
福
寺
／
品
質　

木
心
／
形
状　

立
像
／
寸
尺　

七
尺
／
作
者
伝
来　

寺

伝
弘
法
大
師
／
備
考　

彫
刻
鬼
台
上
ニ
ア
リ
左
掌
ニ
小
塔
ヲ
載
セ
右
手
ニ
戟
ヲ
持
ツ
、
輪
後
背
各
木
造

輪
廓
中
ニ
火
焔
二
ア
リ
、
但
朱
塗
柄
上
部
木
下
部
竹
、
長
七
尺
但
鬼
台
共
、
刀
身
長
二
尺
二
寸
、
柄
長

四
寸
七
分
、
塔
高
六
寸
四
分
、
戟
先
長
八
寸
五
分
、
後
背
径
壱
尺
五
寸
八
分
、
柄
長
木
壱
尺
八
寸
竹
四

尺
九
寸
各
朽
損
竪
割
数
條
ア
リ
、
明
示
三
十
四
年
八
月
国
宝
ニ
編
入
、
明
治
四
十
一
年
内
務
大
臣
出
陳

命
令
ニ
付
奈
良
県
帝
室
博
物
館
ヘ
出
陳
」

	

④
「
番
号　

四
／
種
類　

仏
体
／
名
称　

十
二
神
将
／
員
数　

拾
壹
／
品
質　

木
心
／
形
状　

立
像
／

寸
尺　

貳
尺
七
寸
／
重
量　

約
壹
貫
五
百
匁
／
作
者
伝
来　

寺
伝
弘
法
大
師
」

	

⑤
「
薬
師
如
来　

壹
体
／
木
心
立
像　

参
尺
七
寸
／
作
者
寺
伝
弘
法
大
師
」

	

⑥
「
阿
弥
陀
如
来　

壹
体
／
木
心
立
像　

二
尺
八
寸
／
作
者
不
詳
」

	

⑦
「
弘
法
大
師　

壹
体
／
石
坐
像　

一
尺
五
寸
／
作
者
不
詳
」

	

⑧
「
役
小
角　

一
体
／
木
坐
像　

一
尺
五
寸
／
作
者
不
詳
」

【
付
記
】
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
弘
福
寺
扇
谷
明
英
住
職
か
ら
格
別
の
ご
高
配
を
得
た
。
ま
た
写
真
掲
載
に
あ

た
り
、
大
安
寺
、
唐
招
提
寺
、
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
、
奈
良
国
立
博
物
館
（
五
〇
音
順
）
よ
り
ご
配

慮
を
賜
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

【
図
版
出
典
】

	

図
１
～
図
16
、
図
23
、
図
27
～
図
29　

筆
者
撮
影

	

図
17
～
図
22
、
図
23
（
一
部
）
奈
良
国
立
博
物
館
提
供

	

図
24
～
図
26
、
図
27
（
一
部
）、
図
28
（
一
部
）　

本
間
紀
男
『
Ｘ
線
に
よ
る
木
心
乾
漆
像
の
研
究
〈
別

冊
〉』（
美
術
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）

別表　弘福寺十二神将立像法量一覧（単位㎝）
子神
像

丑神
像

寅神
像

卯神
像

辰神
像

巳神
像

午神
像

未神
像

申神
像

酉神
像

戌神
像

亥神
像

像高 61.7 59.7 62.5 60.3 59.3 59.6 62.9 58.5 59.3 54.0 61.7 58.2
髪際高 55.6 54.2 54.6 53.9 55.5 51.3 54.7 53.9 55.2 47.4 54.9 54.0
頂－顎 15.2 14.2 17.5 15.7 13.8 15.3 － 15.5 13.8 14.1 17.0 13.4
面長 8.5 8.9 8.7 8.6 9.5 8.1 － 8.8 8.2 6.3 9.1 8.1
面幅 8.1 8.2 8.2 8.0 7.7 6.3 － 6.9 8.3 5.8 8.2 7.7
耳張 10.5 10.4 9.8 10.7 9.3 9.4 － 9.0 9.2 8.3 10.5 10.1
面奥 11.7 12.7 11.2 13.0 11.2 11.3 － 11.3 12.3 9.7 11.1 10.8
肘張 30.3 28.7 27.3 27.3 27.3 35.6 － 25.8 23.7 30.7 35.8 27.2
胸厚（右） 14.0 12.0 11.9 12.5 11.8 13.2 － 12.0 11.5 9.5 13.2 13.4
胸厚（左） 13.4 13.4 12.2 12.6 12.2 13.1 － 12.9 13.2 9.8 11.8 11.7
腹厚 15.3 14.3 14.0 14.0 13.7 14.0 － 12.7 13.6 10.3 11.7 12.0
足先開（内） 14.5 14.4 7.5 12.1 11.8 11.7 － 16.8 6.9 12.5 8.3 17.6
足先開（外） 18.5 19.7 13.6 16.7 17.2 16.8 － 21.7 13.8 16.5 16.0 22.3
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図１－１　①子神像
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図１－２　①子神像
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図２－１　②丑神像
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図２－２　②丑神像
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図３－１　③寅神像
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図３－２　③寅神像
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図４－１　④卯神像
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図４－２　④卯神像
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図５　⑤辰神像
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図６　⑥巳神像
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図８　⑧未神像
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図９－１　⑨申神像
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図９－２　⑨申神像
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図11 － 1　⑪戌神像
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図11 － 2　⑪戌神像
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図12 － 1　⑫亥神像



−　−44

図12 － 2　⑫亥神像
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図10　⑩酉神像

図７　⑦午神像
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図13 － 2　①子神像台座側面墨書（赤外線撮影）

図13 － 4　⑧未神像台座底面墨書（赤外線撮影）

図13 － 1　①子神像台座底面墨書

図13 － 3　④卯神像台座側面墨書（赤外線撮影）

図13　十二神将立像台座墨書



−　−47

図14　大正元年宝物及貴重品台帳目録所収の十二神将立像古写真

参考　弘福寺十二神将立像（当初像10軀）
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図15　持国天立像

図18　唐招提寺増長天立像 図17　唐招提寺持国天立像

図16　多聞天立像



−　−49

図20　大安寺持国天立像

図22　大安寺広目天立像

図19　大安寺多聞天立像

図21　大安寺増長天立像
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図23　唐招提寺像・大安寺像と弘福寺像の比較

③寅神像 大安寺持国天立像 唐招提寺増長天立像

⑨申神像 ①子神像 ④卯神像

②丑神像 ⑥巳神像 ⑤辰神像
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図26　鶏足寺・その 3 像 図25　鶏足寺・その 2 像 図24　鶏足寺・その 1 像
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図27　鶏足寺十二神将立像のうちその 1 像と弘福寺像の面部比較
②丑神像 ④卯神像

鶏足寺その 1 像①子神像
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図28　鶏足寺十二神将立像のうちその 2 像と弘福寺像の面部比較
⑫亥神像 ⑨申神像

③寅神像 鶏足寺その 2 像
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図29　薬師如来立像


